
六百句
高浜虚子

青空文庫





　
　
　
　
　
序

　
さ
き
に
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
五
百
号
を
記
念
す
る
た
め
に
、
改
造
社
か
ら
『
五

百
句
』
と
い
う
書
物
を
出
し
、
ま
た
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
五
百
五
拾
号
を
記
念
す

る
た
め
に
、
桜
井
書
店
か
ら
『
五
百
五
十
句
』
と
い
う
書
物
を
出
し
た
。
今
度

ま
た
菁
柿
堂







の
薦



め
に
よ
っ
て
、
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
六
百
号
を
記
念
す
る
た
め

に
『
六
百
句
』
と
い
う
書
物
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
は
昭
和
十
六
年
か
ら
、
昭
和
二
十
年
ま
で
の
句
の
中
か
ら
選
ん
だ
も
の

で
あ
る
。
『
五
百
句
』
の
時
と
同
じ
く
句
数
は
厳
格
に
六
百
句
と
限
っ
た
わ
け

で
は
な
く
多
少
超
過
し
て
い
る
か
も
し
れ
ぬ
。

　
　
昭
和
二
十
一
年
九
月
十
一
日

小
諸
山
廬








　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
浜
虚
子
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昭
和
十
六
年

初
凪






や
大
き
な
浪
の
と
き
に
来
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
元
日
　
由

比

ヶ
浜



散
歩
。

　
　
　
　
　
　
　

大
仏
に
袈
裟
掛









に
あ
る
冬
日
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
三
日
　
家
庭
俳
句
会
。
鎌
倉
八
幡
宮
初
詣
。
南
浦
園
。

　
　
　
　
　
　
　

枯
菊
を
剪

ら
ず
に
日
毎





あ
は
れ
な
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
十
日
　
草
樹
会
。
一
ツ
橋
。
学
士
会
館
。

　
　
　
　
　
　
　

苞


割
れ
ば
笑
み
こ
ぼ
れ
た
り
寒
牡
丹







寒
燈
に
い
つ
ま
で
人
の
佇





み
ぬ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
十
三
日
　
笹
鳴
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
日
本
間
。
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冬
日
濃
き
所
を
選
み
た
も
と
ほ
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
十
六
日
　
杣
男





招
宴
。
東
品
川
、
玉
泉
閣
。

　
　
　
　
　
　
　

過
ぎ
て
行
く
日
を
惜
み
つ
つ
春
を
待
つ

餅
花






に
出
し
ひ
つ
こ
め
し
顔
綺
麗





　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
十
七
日
　
大
崎
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
別
室
。

　
　
　
　
　
　
　

映
画
出
て
火
事
の
ポ
ス
タ
ー
見
て
立
て
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
二
十
一
日
　
銀
座
探
勝
会
。
金
春






映
画
館
。

　
　
　
　
　
　
　

喰
積






に
と
き
／
″
＼
動
く
老
の
箸



　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
二
十
二
日
　
「
玉
藻
五
句
集
（
第
四
十
八
回
）
」
。

　
　
　
　
　
　
　

こ
の
辺
の
人
気





は
荒
し
海

苔

を
干
す

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
二
十
二
日
　
物
芽
会
。
品
川
漁
師
町
、
洲
崎
館
。

　
　
　
　
　
　
　

之


を
斯

く
龍
の
玉
と
ぞ
人
は
呼
ぶ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
二
十
三
日
　
丸
之
内
倶
楽
部
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

凍

蝶







の
翅



に
お
く
霜
の
重
た
さ
よ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
二
十
八
日
　
二
百
二
十
日
会
。
木
挽
町
、
田
中
家
、
水

　
　
　
　
　
　
　
竹
居
招
宴
。

　
　
　
　
　
　
　

煤


け
た
る
都
鳥
と
ぶ
隅
田
川

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
八
日
　
清
三
郎
送
別
会
。
向
島
、
弘
福
寺
境
内
。
普
茶

　
　
　
　
　
　
　
料
理
。

　
　
　
　
　
　
　

書
乏
し
け
れ
ど
も
梅
花
書
屋
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
二
十
六
日
　
三
陽
送
別
会
。
発
行
所
。

　
　
　
　
　
　
　

書
を
置
い
て
開
か
ず
に
あ
り
春
炬
燵
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三
月
十
一
日
　
二
百
二
十
日
会
。
築
地
、
新
喜
楽
。

　
　
　
　
　
　
　

雛
納






め
雛
の
あ
ら
れ
も
色
褪

せ
て

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
十
三
日
　
七
宝
会
。
小
田
原
、
斎
藤
香
村
宅
。

　
　
　
　
　
　
　

破

れ
傘



を
笑
ひ
さ
し
を
り
春
の
雨

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
十
四
日
　
草
樹
会
。
一
ツ
橋
、
学
士
会
館
。

　
　
　
　
　
　
　

人
影
の
映
り
去
り
た
る
水
温



む

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
十
五
日
　
「
玉
藻
五
句
集
（
第
五
十
四
回
）
」

　
　
　
　
　
　
　

経
の
声
和
し
高
ま
り
つ
花
の
寺

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
十
七
日
　
玉
藻
俳
句
会
。
上
野
寛
永
寺
、
渋
沢
堂
。

　
　
　
　
　
　
　

春

水







を
せ
せ
ら
ぐ
や
う
に
し
つ
ら
へ
し

唄


ひ
つ
つ
笑

ま
ひ
つ
つ
行
く
春
の
人

春
草
を
踏
み
越
え
〳
〵
鳩



あ
る
く

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
十
九
日
　
物
芽
会
。
芝
公
園
蓮
池
、
田
川
亭
。

　
　
　
　
　
　
　

春
雨
や
茶
屋
の
傘




休

み
な
く

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
二
十
三
日
　
日
本
探
勝
会
。
鶴
見





、
花
月
園
。

　
　
　
　
　
　
　

春

泥







に
映
り
す
ぎ
た
る
小
提
灯








維


好
日






日
あ
た
た
か
に
風
さ
む
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
二
十
七
日
　
丸
之
内
倶
楽
部
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

神
域
の
心
得
読
む
や
花
の
下

神
前
に
花
あ
り
帽
を
と
り
進
む

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
二
十
八
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
大
塔
宮









社
務
所
。

6六百句



　
　
　
　
　
　
　

松
の
間
の
桜
は
幽



か
な
る
が
よ
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
四
日
　
家
庭
俳
句
会
。
上
野
公
園
。
丸
之
内
倶
楽
部
日

　
　
　
　
　
　
　
本
間
。

　
　
　
　
　
　
　

花
に
ゆ
く
老
の
歩
み
の
遅



く
と
も

風
吹
い
て
摘
草
の
人
居
ず
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
七
日
　
調
布
小
集
。

　
　
　
　
　
　
　

山
辺






の
赤
人






が
好
き
人
丸
忌







春
泥
や
わ
が
知
る
家
の
門
の
前

日
当
り
て
電
燈
と
も
り
町
桜

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
八
日
　
二
百
二
十
日
会
。
木
挽
町
、
灘
万
。
白
山
招
宴
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

炉
の
隅



に
物
捨
甕








も
置
か
れ
あ
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
九
日
　
暁

烏







敏


よ
り
書
状
あ
り
、
そ
の
末
に
、
嘗



て

　
　
　
　
　
　
　
石
川
県
北
安
田
に
其
寺
を
訪
ひ
た
る
時
の
句
し
る
し
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
　

春
雨
の
傘
の
柄

漏

り
も
懐





し
く

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
十
三
日
　
日
曜
日
、
大
雨
の
中
を
妙
本
寺
に
海
棠






を
見

　
　
　
　
　
　
　
る
。

　
　
　
　
　
　
　

門
内
の
庭
の
広
さ
や
蚕
飼
宿







　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
十
八
日
　
大
崎
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
別
室
。

　
　
　
　
　
　
　

散
る
花
を
悼



む
心
も
慌




し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
一
日
　
雉
子
郎
を
悼
む
。

　
　
　
　
　
　
　

閻
王






の
眉
は
発
止





と
逆
立
て
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
五
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
北
鎌
倉
山
ノ
内
、
新
居
山

　
　
　
　
　
　
　
円
応
寺
、
子
育
閻
魔





。
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窓
外
の
風
塵






春
の
行
か
ん
と
す

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
六
日
　
水
無
月
会
。
日
比
谷
公
園
、
松
本
楼
。

　
　
　
　
　
　
　

春

水







に
落
る
が
如
く
ほ
と
り
せ
り

花
の
茶
屋
知
り
た
る
義
理
に
立
ち
寄
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
一
日
　
家
庭
俳
句
会
。
植
物
園
、
丸
之
内
倶
楽
部
日
本

　
　
　
　
　
　
　
間
。

　
　
　
　
　
　
　

山
荘
の
日
々
の
掃
除
や
余
花
の
塵



元
禄
の
昔
男
と
春
惜
む

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
五
日
　
二
百
二
十
日
会
。
日
本
橋
区
茅
場
町








一
番
地
、

　
　
　
　
　
　
　
喜
可
久
。
其
角





の
三
日
月
の
文
台
、
藜





の
軸
を
見
る
。

　
　
　
　
　
　
　

病
人
に
結
う
て
や
り
け
り
菖
蒲
髪








　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
八
日
　
七
宝
会
。
植
物
園
。
宝
生
会
食
堂
。

　
　
　
　
　
　
　

こ
の
里
の
苗
代
寒







む
と
い
へ
る
頃



　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
九
日
　
草
樹
会
。
一
ツ
橋
、
学
士
会
館
。

　
　
　
　
　
　
　

牡
丹
散
る
盃



を
銜



み
て
悼



ま
ば
や

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
十
二
日
　
笹
鳴
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
日
本
間
。

　
　
　
　
　
　
　

苗
売
の
立
ち
ど
ま
り
つ
ゝ
三
声
ほ
ど

セ
ル
を
着
て
白
き
エ
プ
ロ
ン
糊



硬


く

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
十
五
日
　
木
ノ
芽
会
主
催
。
二
百
二
十
日
会
招
待
。
牛



　
　
　
　
　
　
　
込



若
宮
町
、
中
村
吉
右
衛
門











邸
。

　
　
　
　
　
　
　

晴
間
見
せ
卯

の
花



腐


し
な
ほ
つ
づ
く

山
荘
の
庭
に
長

け
け
り
夏

蕨
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五
月
十
六
日
　
大
崎
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
別
室
。

　
　
　
　
　
　
　

ベ
ン
チ
あ
り
憩



へ
ば
蜘

蛛

の
下
り
来
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
二
十
一
日
　
物
芽
会
。
品
川
神
社
社
務
所
。

　
　
　
　
　
　
　

戻


り
漕

ぐ
船
を
手
招
ぐ
人
跣
足





石
段
を
登
り
漁
村
の
寺
涼
し

干
魚






の
上
を
鳶



舞
ふ
浜
暑
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
二
十
三
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
小
坪
、
小
坪
寺
。

　
　
　
　
　
　
　

老
侯
の
マ
ス
ク
を
か
け
て
薔

薇

に
立
つ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
二
十
四
日
　
原
宿
、
池
田
侯
邸
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

軽
暖






に
病
む
と
い
ふ
程



に
て
は
な
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
三
十
一
日
　
昨
夜
新
大
阪
ホ
テ
ル
に
一
泊
。
甲
子
園
に

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
紅
緑
を
見
舞
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　

夏
潮
の
今
退

く
平
家
亡
ぶ
時
も

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
一
日
　
満
鮮
旅
行
へ
の
途
次
、
門
司
着
。
福
岡
の
俳
人

　
　
　
　
　
　
　
達
に
擁
さ
れ
て
上
陸
。
和

布

刈

神
社
に
至
る
。
門
司
甲
宗
八

　
　
　
　
　
　
　
幡
宮
に
て
披
講
。
「
船
見
え
て
霧
も
瀬
戸
越
す
嵐
か
な
　
宗

　
　
　
　
　
　
　
祇
」
の
句
を
刻
み
た
る
碑
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
　

壱

岐

の
島
途
切
れ
て
見
ゆ
る
夏
の
海

西
日
今
沈
み
終
り
ぬ
大
対
馬







壱
岐
低
く
対
馬
は
高
し
夏
の
海

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
一
日
　
門
司
よ
り
再
び
乗
船
、
出
帆
。

　
　
　
　
　
　
　

タ
ー
ビ
ン
の
響
き
籐

椅

子

に
伝
は
り
来

籐
椅
子









に
背
中
合
せ
に
相
識





ら
ず

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
二
日
　
朝
濃
霧
、
多
島
海
の
沖
を
通
り
大
連
へ
向
ふ
。
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牛
も
馬
も
人
も
橋
下
に
野
の
夕
立





　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
四
日
　
「
あ
じ
あ
」
に
て
出
発
。
鞍
山
駅
に
て
土
地
の

　
　
　
　
　
　
　
俳
人
諸
君
に
面
接
。

　
　
　
　
　
　
　

網
戸
嵌

め
只



強
く
こ
そ
住
み
な
せ
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
四
日
　
新
京
俳
句
会
。
兼
題
に
「
網
戸
」
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
　

寄

せ
書



の
葉
書
の
上
を
柳

絮







飛
ぶ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
五
日
　
新
京
ヤ
マ
ト
ホ
テ
ル
に
滞
在
。
南
湖
に
吟
行
。

　
　
　
　
　
　
　

沼
あ
り
て
大
江






近
き
夏
野
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
六
日
　
哈
爾
賓









に
向
ふ
。
ニ
ユ
ー
ハ
ル
ピ
ン
に
止
宿
。

　
　
　
　
　
　
　

燕



や

ヨ
ツ
ト
ク
ラ
ブ
の
窓
の
外

江
上
の
燕





は
緩



く
ボ
ー
ト
迅

し

部
屋
涼
し
奏
楽
起
り
着
席
す

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
七
日
　
ヨ
ツ
ト
ク
ラ
ブ
に
て
午
餐
舟
遊
。
大
和
ホ
テ
ル

　
　
　
　
　
　
　
に
て
晩
餐
会
。

　
　
　
　
　
　
　

鵲



も

稀


に
飛
ぶ
の
み
大
夏
野

松
花
江








流
れ
て
丘
は
避
暑
地
と
や

昼
寝
覚
め
又
大
陸
の
旅
つ
づ
く

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
八
日
　
奉
天
大
和
ホ
テ
ル
止
宿
。

　
　
　
　
　
　
　

緑
蔭
に
入
り
北
陵
の
側
門






へ

北
陵
の
内
庭
草
の
茂
る
ま
ゝ

龍
彫
り
し
陛
の
割
目
の
夏
の
草

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
九
日
　
午
前
北
陵
に
行
く
。
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朝
鮮
は
初
め
て
な
ら
ず
古

簾







　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
十
日
　
お
牧
の
茶
屋
。
有
志
招
宴
。

　
　
　
　
　
　
　

水
く
ね
り
流
る
る
邑



や
柳
か
げ

茂
山






や
植
林
治
政
三
十
年

田
を
植
う
る
白
き
衣
を
か
か
げ
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
十
一
日
　
京
城
着
、
半
島
ホ
テ
ル
に
入
る
。
喜
久
井
茶

　
　
　
　
　
　
　
寮
招
宴
。

　
　
　
　
　
　
　

牛
曳

き
て
春
川
に
飲





ひ
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
十
四
日
　
東
莱
温
泉
、
鳴
門
投
宿
。

　
　
　
　
　
　
　

梅
雨
晴









の
波
こ
ま
や
か
に
門

司

ヶ
関



　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
十
六
日
　
山
陽
ホ
テ
ル
に
少
憩
。

　
　
　
　
　
　
　

暫



は

止

み
て
あ
り
し
が
梅
雨
の
漏
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
二
十
四
日
　
銀
座
探
勝
会
。
京
橋
交
叉
点







、
片
倉
ビ
ル

　
　
　
　
　
　
　
前
、
明
治
製
菓
ビ
ル
別
館
二
階
パ
ー
ラ
ー
。

　
　
　
　
　
　
　

露
の
中
毛
虫
よ
ろ
ぼ
ひ
歩
き
け
り

襖




み
な
は
づ
し
て
鴨
居





縦
横
に

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
七
月
四
日
　
家
庭
俳
句
会
。
麹
町
永
田
町
、
日

枝

神
社
東
鳥

　
　
　
　
　
　
　
居
前
。
小
泉
亭
。

　
　
　
　
　
　
　

ハ
ン
ケ
チ
に
雫





を
う
け
て
枇

杷

す
す
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
七
月
六
日
　
日
本
探
勝
会
。
杉
並
区
浜
田
山
、
松
本
覚
人
邸
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

夕
闇






の
迷
ひ
来
に
け
り
吊

荵







　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
七
月
八
日
　
玉
藻
句
会
。
鎌
倉
、
妙
本
寺
庫
裏
。
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山
川
に
ひ
と
り
髪
洗
ふ
神
ぞ
知
る

肌
脱
い
で
髪
洗
は
ん
と
し
た
る
と
き

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
七
月
九
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
北
鎌
倉
駅
裏
、
中
村
七
三
郎
宅
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

静




に
居
団
扇





の
風
も
た
ま
に
好

し

箱
庭
の
反

り
身

の
漁
翁
君
に
如

か
ず

忘
れ
ら
れ
あ
る
が
如
く
に
日
向
水







夫
婦





ら
し
酸
漿
市








の
戻
り
ら
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
七
月
十
日
　
七
宝
会
。
西
巣
鴨







、
近
藤
い
ぬ
ゐ
邸
。
丸
之
内

　
　
　
　
　
　
　
倶
楽
部
俳
句
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
日
本
間
。

　
　
　
　
　
　
　

紙

魚

の
書
を
惜
ま
ざ
る
に
は
あ
ら
ざ
れ
ど

よ
く
化

粧

ひ
よ
く
著

こ
な
し
て
日
傘
さ
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
七
月
十
一
日
　
草
樹
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
。

　
　
　
　
　
　
　

縁
台
に
か
け
し
君
見
て
端
居





か
な

水
打
て
ば
夏
蝶
そ
こ
に
生
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
七
月
十
四
日
　
夏
草
会
。
愛
宕
山
、
嵯
峨
野
。

　
　
　
　
　
　
　

示
寂






す
と
い
ふ
言
葉
あ
り
朴
散
華







　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
七
月
十
七
日
　
午
後
零
時
五
分
。
川
端
茅
舎










永
眠
。

　
　
　
　
　
　
　

霧
濃



し
姫
向
日
葵








の
そ
よ
ぎ
を
り

投
げ
棄

て
し
マ
ツ
チ
の
火
ら
し
霧
濃
し

火
虫





さ
へ
燈
下
親
し
む
べ
く
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
八
月
十
六
日
　
句
謡
会
。
元
箱
根
、
松
坂
屋
。

　
　
　
　
　
　
　

ほ
と
と
ぎ
す
鳴
き
す
ぐ
宿
の
軒
端





か
な

襷




と
り
な
が
ら
案
内





や
避
暑
の
宿
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八
月
十
七
日
　
句
謡
会
。
元
箱
根
、
松
坂
屋
。

　
　
　
　
　
　
　

残
し
た
る
任
地
の
墓
に
参
り
け
り

墓
の
道
狭

ば
め
ら
れ
た
る
参
り
け
り

家
建
ち
て
廚





あ
ら
は
や
墓
参
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
一
日
　
「
玉
藻
五
句
集
（
第
五
十
五
回
）
」

　
　
　
　
　
　
　

自
転
車
に
跨



が
り
蝉



の
木
を
見
上
げ

縁
台
を
重
ね
掃
き
を
り
葭
簀





茶
屋

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
五
日
　
家
庭
俳
句
会
。
上
野
韻
松
亭
。

　
　
　
　
　
　
　

夏
木
や
ゝ
衰
へ
た
れ
ど
残
暑
か
な

百
姓
の
木
蔭





に
休
む
残
暑
か
な

秋
の
山
首
を
う
し
ろ
に
仰
ぎ
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
六
日
　
句
謡
会
。
鎌
倉
、
香
風
園
。

　
　
　
　
　
　
　

鰯

雲







日
和





い
よ
〳
〵
定
ま
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
八
日
　
笹
鳴
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
日
本
間
。

　
　
　
　
　
　
　

暖
か
き
茶
を
ふ
く
み
つ
つ
萩
の
雨

長
待






の
川
蒸
気
や
な
秋
の
雨

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
十
一
日
　
七
宝
会
。
向
島
、
百
花
園
。

　
　
　
　
　
　
　

手
を
出
せ
ば
す
ぐ
に
引
か
れ
て
秋
の
蝶

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
十
五
日
　
玉
藻
句
会
。
市



ヶ
谷

左
内
坂
上
、
長
泰
寺
。

　
　
　
　
　
　
　
防
子
追
憶
。

　
　
　
　
　
　
　

胸
出
し
て
鳩
の
ぼ
り
来
る
落
葉
坂

大
寺
の
戸

樋

を
仰
ぎ
ぬ
秋
の
雨
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九
月
十
八
日
　
物
芽
会
。
芝
山
内
、
田
川
亭
。

　
　
　
　
　
　
　

燭




を
継
ぐ
孫
弟
子
も
あ
る
子
規
忌
か
な

そ
の
後



の
日
月






蝕




す
幾
秋
ぞ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
一
日
　
日
本
探
勝
会
。
根
岸
、
子
規
庵
。

　
　
　
　
　
　
　

帯
結
ぶ
肱



に
さ
は
り
て
秋

簾







　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
四
日
　
銀
座
探
勝
会
。
銀
座
西
八
丁
目
、
小
時





居
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

本
堂
の
隅



な
る
蚊

帳

の
吊
手





か
な

本
堂
の
柱
に
避
く
る
西
日
か
な

駈

け
り
来
し
大
烏
蝶










曼
珠
沙
華









　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
六
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
松
葉
ヶ
谷
、
妙
法
寺
。

　
　
　
　
　
　
　

藤

袴







吾
亦
紅







な
ど
名
に
め
で
て

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
九
日
　
「
玉
藻
五
句
集
（
第
五
十
六
回
）
」

　
　
　
　
　
　
　

松
茸






の
香
り
も
人
に
よ
り
て
こ
そ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
二
日
　
天
台
座
主
渋
谷
慈
鎧
よ
り
松
茸
を
送
り
来
る
。

　
　
　
　
　
　
　

秋
風
に
噴
水
の
色
な
か
り
け
り

見
失
ひ
又
見
失
ふ
秋
の
蝶

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
四
日
　
家
庭
俳
句
会
。
日
比
谷
公
園
、
丸
之
内
倶
楽
部

　
　
　
　
　
　
　
日
本
間
。

　
　
　
　
　
　
　

新
聞
を
ほ
ど
け
ば
月
の
芒





か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
五
日
　
観
月
句
会
。
品
川
、
海
晏
寺







。

　
　
　
　
　
　
　

菊
其
他
キ
ヤ
ラ
メ
ル
も
亦



供
へ
あ
り
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小
時





来
て
柘
榴





を
供
へ
拝
み
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
十
二
日
　
実
花
、
小
時
、
は
ん
、
防
子
の
弔
ひ
に
高
木

　
　
　
　
　
　
　
に
来
る
。
小
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

露
の
宿
仏
の
と
も
し
か
ん
が
り
と

弓
少
し
張
り
す
ぎ
て
あ
り
鳥
威






し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
十
三
日
　
笹
鳴
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
日
本
間
。

　
　
　
　
　
　
　

客
稀



に
葭
簀





繕
ふ
茶
屋
主





　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
十
五
日
　
物
芽
会
。
上
野
公
園
。
東
華
亭
。

　
　
　
　
　
　
　

栗
剥

げ
と
出
さ
れ
し
庖

丁







大
き
け
れ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
十
七
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
た
か
し
庵
。

　
　
　
　
　
　
　

目
に
て
書
く
大
い
な
る
文
字
秋
の
空

機
織
虫









の
鳴
り
響
き
つ
つ
飛
び
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
四
日
　
句
謡
会
。
鎌
倉
、
香
風
園
。

　
　
　
　
　
　
　

大
木
の
見
上
ぐ
る
た
び
に
落
葉
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
七
日
　
家
庭
俳
句
会
。
小
石
川
植
物
園
。

　
　
　
　
　
　
　

噂




過
ぐ
時
雨





の
す
ぐ
る
如
く
に
も

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
日
　
笹
鳴
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
日
本
間
。

　
　
　
　
　
　
　

虻


澄
み
て
つ
つ
と
移
り
て
又
澄
み
ぬ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
一
日
　
二
百
二
十
日
会
。
赤
坂
、
高
橋
是
清






邸
、

　
　
　
　
　
　
　
今
は
公
園
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　

簪



の

耳
掻






ほ
ど
の
草
の
花

冬
の
空
少
し
濁
り
し
か
と
思
ふ
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十
一
月
十
二
日
　
句
謡
会
。
鎌
倉
、
香
風
園
。

　
　
　
　
　
　
　

遠
く
よ
り
屏
風






の
大
字
躍



る
見
ゆ

六
双






の
屏
風
に
描
く
気
魄





か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
四
日
　
草
樹
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
別
室
。

　
　
　
　
　
　
　

路
地
口









を
曳

き
出
る
菊
の
車
か
な

菊
車
よ
ろ
け
傾
き
立
ち
直
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
五
日
　
白
草
居
還
暦
祝
。
丸
之
内
ホ
テ
ル
。

　
　
　
　
　
　
　

蝶
と
ま
り
獅

子

の
睡



り
を
醒



し
け
り

焚
火





踏
み
消
し
て
闇



な
る
鈴
ヶ
森

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
六
日
　
日
本
探
勝
会
。
歌
舞
伎
座
。

　
　
　
　
　
　
　

大
根
を
洗
ふ
手
に
水
従
へ
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
九
日
　
物
芽
会
。
清
水
谷
公
園
。
皆
香
園
。

　
　
　
　
　
　
　

大
根
を
水
く
し
や
〳
〵
に
し
て
洗
ふ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
一
日
　
大
崎
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
別
室
。

　
　
　
　
　
　
　

小
春
と
も
い
ひ
又
春
の
如
し
と
も

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
八
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
寿
福
寺
。

　
　
　
　
　
　
　

心
ひ
ま
あ
れ
ば
柊




花

こ
ぼ
す

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
三
十
日
　
寿
福
寺
墓
参
。
即
事
。

　
　
　
　
　
　
　

障
子
貼







り
や
め
日
参
を
思
ひ
た
ち

桁
丈






も
身
に
そ
ひ
し
こ
の
古
布
子







　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
九
日
　
二
百
二
十
日
会
。
木
挽
町
、
灘
万
。
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硝
子
戸









に
お
で
ん
の
湯
気
の
消
え
て
ゆ
く

戸
の
隙



に
お
で
ん
の
湯
気
の
曲
り
消
え

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
一
日
　
銀
座
探
勝
会
。
麹
町
永
田
町
、
真
下
宅
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

惨


と
し
て
驕



ら
ざ
る
こ
の
寒
牡
丹







　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
五
日
　
松
本
長
七
年
忌
。
句
謡
会
、
七
宝
会
合

　
　
　
　
　
　
　
併
に
て
催
。
芝
琴
平
町









、
松
韻
社
。
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昭
和
十
七
年

帽

廂







滞
り
つ
つ
冬
日
あ
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
三
日
　
句
謡
会
。
鎌
倉
、
香
風
園
。

　
　
　
　
　
　
　

口
あ
け
て
腹
の
底
ま
で
初

笑







お
ほ
ど
か
に
且



朗
か
に
初
笑

一
切
の
行
蔵






寒
に
あ
る
思
ひ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
九
日
　
草
樹
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
別
室
。

　
　
　
　
　
　
　

寒
玉
子







割
れ
ば
双
子





の
目

出

度

さ
よ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
十
一
日
　
遠
藤
梧
逸





招
宴
、
星
ヶ
丘
茶
寮
。

　
　
　
　
　
　
　

風
さ
つ
と
焚
火





の
柱
少
し
折
れ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
十
五
日
　
七
宝
会
。
西
巣
鴨
、
近
藤
い
ぬ
ゐ
邸
。
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そ
の
あ
た
り
ほ
の
と
ぬ
く
し
や
寒
牡
丹

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
十
九
日
　
玉
藻
吟
行
。
山
王
鳥
居
下
、
小
泉
亭
。

　
　
　
　
　
　
　

妹


が
居

と
い
ふ
べ
か
り
け
る
桐
火
鉢







　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
二
十
日
　
銀
座
探
勝
会
。
銀
座
五
丁
目
、
実
花
居
。

　
　
　
　
　
　
　

海
の
日
に
少
し
焦
げ
た
る
冬

椿







　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
二
十
三
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
浄
明
寺
、
た
か
し
居
。

　
　
　
　
　
　
　

マ
ス
ク
か
け
仄



か
に
彼
の
眉
目





か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
二
十
九
日
　
丸
之
内
倶
楽
部
新
年
会
。
愛
宕
山
、
嵯
峨

　
　
　
　
　
　
　
野
。

　
　
　
　
　
　
　

油
の
目
大
き
く
二
つ
春
の
水

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
二
十
二
日
　
ホ
ト
ト
ギ
ス
同
人
会
。
虚
子
誕
生
祝
を
兼

　
　
　
　
　
　
　
ね
て
。
向
島
、
墨
田
茶
寮
。

　
　
　
　
　
　
　

風
折






の
烏

帽

子

の
如
き
も
の
芽
あ
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
六
日
　
家
庭
俳
句
会
。
日
比
谷
公
園
。

　
　
　
　
　
　
　

春
め
く
と
思
ひ
つ
つ
執
る
事
務
多
忙

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
九
日
　
「
玉
藻
五
句
集
（
第
六
十
一
回
）
」

　
　
　
　
　
　
　

好
も
し
く
低
き
机
や
雛





の
間

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
十
日
　
二
百
二
十
日
会
。
北
鎌
倉
、
中
村
七
三
郎
宅
。

　
　
　
　
　
　
　

濡

れ
て
ゆ
く
女
や
僧
や
春
の
雨

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
十
七
日
　
銀
座
探
勝
会
。
銀
座
四
丁
目
服
部






時
計
店
裏

　
　
　
　
　
　
　
通
り
、
日
東
紅
茶
喫
茶
部
二
階
。
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失

せ
て
ゆ
く
目
刺





の
に
が
み
酒
ふ
く
む

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
二
十
日
　
大
崎
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
別
室
。

　
　
　
　
　
　
　

あ
や
ま
つ
て
し
ど
み
の
花
を
踏
む
ま
じ
く

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
二
十
一
日
　
調
布
宅
小
集
。
真
砂
子
、
立
子
、
宵
子
、

　
　
　
　
　
　
　
嵯
峨
、
玲
子
と
共
に
。

　
　
　
　
　
　
　

連

翹







の
一
枝
円
を
描
き
た
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
二
十
七
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
北
鎌
倉
、
円
覚
寺







仏
日
庵
。

　
　
　
　
　
　
　
時
宗
の
廟





。

　
　
　
　
　
　
　

行
き
当
り
行
き
当
り
行
く
花
の
客

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
二
十
八
日
　
高
木
峡

川







送
別
。
鶯

谷








、
伊

香

保

。

　
　
　
　
　
　
　
越
央
子
招
宴
。

　
　
　
　
　
　
　

騒
人






に
ひ
た
と
閉



し
て
花
の
寺

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
二
十
九
日
　
丸
之
内
会
館
、
藤
実






艸
宇





招
宴
。

　
　
　
　
　
　
　

人
々
は
皆
芝
に
腰
た
ん
ぽ
ぽ
黄

た
ん
ぽ
ぽ
の
黄
が
目
に
残
り
障
子
に
黄

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
三
日
　
二
百
二
十
日
会
。
鎌
倉
要
山
、
香
風
園
。

　
　
　
　
　
　
　

春
惜
む
ベ
ン
チ
が
あ
れ
ば
腰
お
ろ
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
九
日
　
七
宝
会
。
小
石
川
後
楽
園
涵
徳
亭








。

　
　
　
　
　
　
　

美
し
き
眉
を
ひ
そ
め
て
朝
寝
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
十
日
　
草
樹
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
別
室
。

　
　
　
　
　
　
　

ぼ
う
た
ん
に
風
あ
り
虻



を
寄
ら
し
め
ず

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
五
日
　
即
事
。
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遠
足
も
今
は
駈
足






池


の
端



　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
一
日
　
家
庭
俳
句
会
。
上
野
、
韻
松
亭
。

　
　
　
　
　
　
　

中
途
よ
り
つ
い
と
そ
れ
た
る
竹
落
葉

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
二
日
　
句
謡
会
。
鎌
倉
要
山
、
香
風
園
。

　
　
　
　
　
　
　

在

り
し
日
の
如
く
に
集



ひ
余
花
の
庵



　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
三
日
　
水
竹
居
追
悼
句
会
。
深
沢
、
赤
星
邸
。

　
　
　
　
　
　
　

老
農
は
茄

子

の
心
も
知
り
て
植
ゆ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
八
日
　
草
樹
会
。
丸
ビ
ル
精
養
軒
。

　
　
　
　
　
　
　

打
ち
晴
れ
し
神
田
祭








の
夜
空
か
な

年
々
に
欅





の
太
る
飼
家





か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
十
五
日
　
大
崎
句
会
。
丸
ビ
ル
精
養
軒
。

　
　
　
　
　
　
　

顔
そ
む
け
出

づ
る
内
儀





や
溝

浚







釣
堀
に
一
日
を
暮
ら
す
君
子
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
十
九
日
　
銀
座
探
勝
会
。
銀
座
金
春
。

　
　
　
　
　
　
　

妻
を
や
る
卯

の
花



く
だ
し
降
る
な
か
を

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
二
十
日
　
物
芽
会
。
山
王
境
内
、
山
の
茶
屋
。

　
　
　
　
　
　
　

夕
風
に
浮
か
み
て
罌

粟

の
散
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
二
十
二
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
東
御
門
、
山
田
珠
樹
邸
。

　
　
　
　
　
　
　

棟

梁







の
材
ば
か
り
な
り
夏
木
立

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
二
十
三
日
　
大
雪
崩
会
歓
迎
句
会
。
鎌
倉
、
香
風
園
。

　
　
　
　
　
　
　

鮎
釣





り
の
岩
に
は
さ
ま
り
見
ゆ
る
か
な
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六
月
一
日
　
前
橋
に
行
く
。
関
口
雨
亭
よ
り
、
前
に
此
の
句

　
　
　
　
　
　
　
あ
り
た
る
由
を
聞
く
。

　
　
　
　
　
　
　

顔




セ
を
緑
に
染
め
て
人
来



る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
六
日
　
名
古
屋
朝
日
ク
ラ
ブ
の
会
。
八
勝
館
。

　
　
　
　
　
　
　

黴


の
中
わ
が
つ
く
息
も
か
び
て
行
く

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
十
一
日
　
七
星
会
。
青
山
南
町
六
丁
目
、
春
日
。

　
　
　
　
　
　
　

や
す
扇
ば
り
〳
〵
開
き
あ
ふ
ぎ
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
十
二
日
　
草
樹
会
。
丸
ビ
ル
、
精
養
軒
。

　
　
　
　
　
　
　

木
々
の
間
を
透

き
て
し
う
ね
く
西
日
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
十
三
日
　
山
彦
句
会
。
紀
尾
井
町
清
水
谷
、
皆
香
園
。

　
　
　
　
　
　
　

蝶
あ
わ
て
と
び
ま
ど
ひ
を
り
草
刈
女







　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
十
五
日
　
玉
藻
吟
行
会
。
川
崎
、
明
治
製
糖
。

　
　
　
　
　
　
　

山
寺
に
絵
像
か
け
た
り
業
平
忌







　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
十
六
日
　
銀
座
探
勝
会
。
銀
座
七
丁
目
、
日
本
貿
易
協

　
　
　
　
　
　
　
会
。

　
　
　
　
　
　
　

夏
木
あ
り
之



を
頼



り
に
葭
簀





茶
屋

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
十
七
日
　
物
芽
会
。
上
野
、
東
華
亭
。

　
　
　
　
　
　
　

し
づ
〳
〵
と
ク
ロ
ー
バ
を
踏
み
茶
を
運
ぶ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
十
九
日
　
大
崎
会
。
駿
河
台







、
日
本
出
版
文
化
倶
楽
部
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

今
日
の
興
泰
山
木








の
花
に
あ
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
二
十
日
　
二
百
二
十
日
会
。
浅
野
白
山
邸
。
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昼
顔
の
花
も
と
び
散
る
籬



を
刈
る

一
匹
の
火

蛾

に
思
ひ
を
乱
す
ま
じ

蚊
遣
火









の
な
び
け
る
ひ
ま
に
客
主





　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
二
十
六
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
鶴
ヶ
岡
八
幡
宮
社
務
所
。

　
　
　
　
　
　
　

炎
天
や
額





の
筋
の
怒



り
つ
つ

用
ゆ
れ
ば
古
籐
椅
子









も
用
を
為

す

端
居





し
ぬ
主
ま
う
け
に
く
た
び
れ
て

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
七
月
九
日
　
七
宝
会
。
西
巣
鴨
、
近
藤
い
ぬ
ゐ
邸
。

　
　
　
　
　
　
　

宗
祇
忌









を
今
に
修
す
る
こ
と
ゆ
か
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
七
月
三
十
一
日
　
斎
藤
香
村
よ
り
箱
根
早
雲
寺







に
宗
祇
忌
を

　
　
　
　
　
　
　
修
す
る
由
に
て
句
を
徴
さ
れ
て
。

　
　
　
　
　
　
　

雷
火
に
も
焼
け
ず
法
燈
と
も
り
を
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
八
月
三
日
　
叡
山
横
川





中
堂
。
七
月
三
十
日
雷
火
の
た
め
炎

　
　
　
　
　
　
　
上
。
渋
谷
慈
鎧
座
主
に
贈
る
。

　
　
　
　
　
　
　

夜
詣






や
茅

の
輪

に
さ
せ
る
社
務
所
の
灯

向
日
葵









が
好
き
で
狂
ひ
て
死
に
し
画
家

向
日
葵
を
画
布
一
杯
に
描
き
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
八
月
八
日
　
初
め
て
実
朝
祭
を
修
す
。

　
　
　
　
　
　
　

活
溌






に
が
た
ぴ
し
と
い
ふ
音
す
ず
し

何
事
も
人
に
従
ひ
老
涼
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
八
月
九
日
　
「
玉
藻
五
句
集
（
第
六
十
五
回
）
」

　
　
　
　
　
　
　

笑

み
わ
れ
て
泳
ぎ
を
る
子
は
女
の
子

つ
ば
く
ろ
の
飛
び
迷
ひ
居

り
霧
の
中
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八
月
十
五
日
　
句
謡
会
。
箱
根
元
箱
根
、
松
坂
屋
。

　
　
　
　
　
　
　

時

化

ら
し
く
尚



も
朝
寝
を
つ
づ
け
け
り

霧
の
中
舟
の
掃
除
を
は
じ
め
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
八
月
十
六
日
　
句
謡
会
。
箱
根
滞
在
。

　
　
　
　
　
　
　

玉
蜀
黍









を
二
人
互
ひ
に
土
産





か
な

老
の
耳
露
ち
る
音
を
聞
き
澄
ま
す

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
八
月
二
十
二
日
　
山
中
湖
畔
下



り
山



、
楊





の
家
に
て
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　
吉
田
、
山
中
の
俳
人
来
る
。

　
　
　
　
　
　
　

秋
の
蚊
の
歩
を
ゆ
る
む
れ
ば
来
り
刺
す

土
の
香
は
遠
く
の
草
を
刈
つ
て
を
り

木
の
股



の
抱
け
る
暗
さ
や
秋
の
風

秋

灯







の
下
に
額
を
集
め
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
四
日
　
家
庭
俳
句
会
。
小
石
川
植
物
園
。

　
　
　
　
　
　
　

虫
売
の
荷
を
下
ろ
す
と
き
喧





し
き

秋
の
蚊
を
手
も
て
払
へ
ば
な
か
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
五
日
　
句
謡
会
。
鎌
倉
、
香
風
園
。

　
　
　
　
　
　
　

鈴
虫
を
聴

く
庭
下
駄









の
揃



へ
あ
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
九
日
　
二
百
二
十
日
会
。
木
挽
町
、
田
中
家
。

　
　
　
　
　
　
　

苔


の
道
辷



り
し
あ
と
や
墓
ま
ゐ
り

朝
顔
の
鉢
を
置
き
た
る
墓
の
前

町
中
に
少
し
入
り
こ
み
盆
の
寺

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
十
日
　
七
宝
会
。
小
石
川
白
山






、
心
光
寺
。
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萩
を
見
る
俳
句
生
活
五
十
年

山
霧
に
懐
中
電
気
と
も
し
つ
つ

燈
下
親
し
山
の
庵





に
ひ
と
り
を
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
十
一
日
　
草
樹
会
。
丸
ビ
ル
、
精
養
軒
。

　
　
　
　
　
　
　

悲
し
さ
は
い
つ
も
酒
気
あ
る
夜
学
の
師

夜
学
の
師
少
な
き
生
徒
一
眺






め

へ
つ
ら
う
が
如
き
夜
学
の
教
師
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
十
二
日
　
丸
之
内
倶
楽
部
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

月
見
ま
で
ま
だ
日
数
あ
り
葭
日
覆







だ
し
ぬ
け
に
吹
き
た
る
風
も
野
分





め
き

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
十
四
日
　
笹
鳴
会
。
駿
河
台
、
日
本
出
版
文
化
倶
楽
部
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

秋
の
蠅



少
し
く
飛
び
て
歩
き
け
り

わ
が
前
の
畳
に
黒
し
秋
の
蠅

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
十
五
日
　
銀
座
探
勝
会
。
松
屋
裏
対
岸
、
朝
日
倶
楽
部
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

大
い
な
る
団
扇





出
て
ゐ
る
残
暑
か
な

起
き
て
ゐ
る
娘

の
宿
を
訪

ふ
野
分
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
十
六
日
　
物
芽
会
。
麹
町
永
田
町
、
真
下
宅
。

　
　
　
　
　
　
　

握
り
見
て
心
に
応



ふ
稲
穂
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
一
日
　
朝
日
新
聞
の
需



め
に
応
じ
て
豊
年
の
写
真

　
　
　
　
　
　
　
に
題
す
。

　
　
　
　
　
　
　

子
規
墓
参
そ
れ
よ
り
月
の
俳
句
会

わ
が
墓
参
済
む
を
静
か
に
待
て
る
人
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九
月
二
十
六
日
　
観
月
会
。
上
野
公
園
寛
永
寺
。

　
　
　
　
　
　
　

去
来
忌







や
そ
の
為

人







拝
み
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
九
日
　
草
樹
会
。
丸
ビ
ル
、
精
養
軒
。

　
　
　
　
　
　
　

や
や
寒
や
日
の
あ
る
う
ち
に
帰
る
べ
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
十
二
日
　
笹
鳴
会
。
駿
河
台
、
日
本
出
版
文
化
倶
楽
部
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

呉

れ
た
る
は
新
酒
に
あ
ら
ず
酒
の
粕



　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
十
六
日
　
大
崎
会
。
駿
河
台
、
日
本
出
版
文
化
倶
楽
部
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

つ
ぎ
〳
〵
に
廻
り
出
で
た
る
木

の
実

独

楽

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
十
九
日
　
立
春
会
。
鎌
倉
大
仏
裏
、
藤
波
別
荘
。

　
　
　
　
　
　
　

茄
子
畠









は
紺
一
色
や
秋
の
風

黄
葉





し
て
隠
れ
現
る
零
余
子
蔓











け
ふ
の
日
も
早
や
夕
暮
や
破
芭
蕉








　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
三
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
逗

子

在
、
久
木
、
岩
殿
観

　
　
　
　
　
　
　
音
。

　
　
　
　
　
　
　

到
来
の
柿
庭
の
柿
取
り
ま
ぜ
て

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
七
日
　
遠
藤
為
春
主
催
、
五
月
雨
会
別
会
。
麻
布

　
　
　
　
　
　
　
六
本
木
、
大
和
田
。

　
　
　
　
　
　
　

口
に
袖
あ
て
て
ゆ
く
人
冬
め
け
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
六
日
　
家
庭
俳
句
会
。
芝
公
園
、
蓮
池
茶
屋
。

　
　
　
　
　
　
　

足
さ
す
り
手
さ
す
り
寝

ぬ
る
夜
寒





か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
七
日
　
句
謡
会
。
鎌
倉
要
山
、
香
風
園
。

　
　
　
　
　
　
　

卓
上
に
手
を
置
く
さ
へ
も
冷
め
た
く
て
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十
一
月
九
日
　
笹
鳴
会
。
駿
河
台
、
日
本
出
版
文
化
倶
楽
部
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

こ
の
人
や
時
雨





の
み
に
て
律
す
る
非

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
一
日
　
伊
賀
上
野
市
よ
り
芭
蕉
三
百
年
祭
。
祝
句

　
　
　
　
　
　
　
を
徴
さ
れ
て
。

　
　
　
　
　
　
　

手
慣
れ
た
る
木
目





を
撫

で
て
桐
火
鉢

踏
石
を
伝
ひ
さ
し
た
る
冬
日
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
二
日
　
七
宝
会
。
本
郷






西
片
町








、
麻
田
椎
花
邸
。

　
　
　
　
　
　
　

籬




あ
り
菊
の
凭



る
る
よ
す
が
あ
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
三
日
　
草
樹
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
。

　
　
　
　
　
　
　

鳩
立
つ
や
銀
杏






落
葉
を
ふ
り
か
ぶ
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
七
日
　
浅
草
探
勝
会
第
一
回
。
浅
草
公
園
三
社






様

　
　
　
　
　
　
　
社
務
所
。

　
　
　
　
　
　
　

落
葉
吹
く
風
に
追
は
れ
て
地
下
室
に

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
七
日
　
銀
座
探
勝
会
。
日
比
谷
、
森
永
。

　
　
　
　
　
　
　

冬
ぬ
く
し
日
当
り
よ
く
て
手
狭





く
て

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
八
日
　
物
芽
会
。
芝
公
園
、
蓮
池
茶
屋
。

　
　
　
　
　
　
　

つ
い
〳
〵
と
黄
の
走
り
つ
つ
枯

芒







風
の
夜
の
灯




う

つ
る
水

溜







　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
九
日
　
下
山
霜
山
招
宴
。
川
合
玉
堂
、
中
村
吉
右

　
　
　
　
　
　
　
衛
門
な
ど
と
。
芝
公
園
、
浪
花
屋
。

　
　
　
　
　
　
　

泉
石






に
魂
入
り
し
時
雨
か
な

天
地






の
間
に
ほ
ろ
と
時
雨
か
な

　
　
　
　
　
　
　

27



　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
二
日
　
長
泰
寺
に
於
け
る
花
蓑
追
悼
会
に
句
を

　
　
　
　
　
　
　
寄
す
。

　
　
　
　
　
　
　

浮
き
沈
む
鳰



の
波
紋
の
絶
間





な
く

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
六
日
　
丸
之
内
倶
楽
部
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

灯




せ
ば
忽





ち
仏
寒
か
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
三
十
日
　
二
百
二
十
日
会
。
銀
座
松
屋
裏
、
尼
寺
。

　
　
　
　
　
　
　

死
ぬ
る
こ
と
風

邪

を
引
い
て
も
い
ふ
女

鞄




あ
け
物
探

が
す
人
冬
木
中

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
四
日
　
家
庭
俳
句
会
。
日
比
谷
公
園
、
丸
之
内
倶
楽

　
　
　
　
　
　
　
部
。

　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
よ
り
は
二
上






時
雨
な
つ
か
し
き

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
八
日
　
十
二
月
十
日
、
古
川
悦
子
結
婚
。
二
上
山
の

　
　
　
　
　
　
　
麓





に
嫁





く
と
。

　
　
　
　
　
　
　

枯
蓮






の
池
に
横
た
ふ
暮
色
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
十
日
　
七
宝
会
。
上
野
不
忍
池
畔
、
雨
月
荘
。

　
　
　
　
　
　
　

鳰


の
頸



伸
び
し
と
見
し
が
潜



り
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
十
一
日
　
草
樹
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
別
室
。

　
　
　
　
　
　
　

冬
木
切
り
倒
し
ぬ
犬
は
尾
を
垂

れ
て

砕
か
る
る
冬
木
は
鉈



の
思
ふ
ま
ま

年
木





伐

る
右
手
に
鉈
を
離
さ
ず
に

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
十
四
日
　
笹
鳴
会
。
駿
河
台
、
日
本
出
版
文
化
倶
楽

　
　
　
　
　
　
　
部
。

　
　
　
　
　
　
　

金

屏







に
畳
の
縁
は
流
れ
ゐ
る
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一
双
の
片
方
く
ら
し
金
屏
風

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
十
五
日
　
浅
草
探
勝
会
。
柳
橋
、
田
中
家
。

　
　
　
　
　
　
　

倉
庫
今
船
荷
呑

み
を
り
雪
も
よ
ひ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
十
六
日
　
物
芽
会
。
永
代






橋
畔
、
都
川
。

　
　
　
　
　
　
　

又
例
の
寄

せ
鍋



に
て
も
い
た
す
べ
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
四
日
　
丸
之
内
倶
楽
部
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

井
戸
端
に
仮
に
積
み
置
く
冬
木
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
五
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
浄
明
寺
、
た
か
し
庵
。

　
　
　
　
　
　
　

挽

か
れ
ゐ
る
と
知
ら
で
つ
つ
立
つ
枯
木
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
八
日
　
玉
藻
俳
句
会
。
小
石
川
植
物
園
。

　
　
　
　
　
　
　

暮
れ
て
ゆ
く
枯
木
の
幹
の
重
な
り
て

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
三
十
一
日
　
除
夜
詣
。
浅
草
観
音
。
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昭
和
十
八
年

道
の
べ
の
延
命
地
蔵









古

稀

の
春

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
七
日
　
小
石
川
、
護
国
寺
。

　
　
　
　
　
　
　

片
づ
け
て
福
寿
草
の
み
置
か
れ
あ
り

初
夢
の
唯



空
白
を
存
し
た
り

寒
鯉






の
一
擲






し
た
る
力
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
八
日
　
草
樹
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
。

　
　
　
　
　
　
　

寒
稽
古







病
め
る
師
匠
の
厳



し
さ
よ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
十
五
日
　
大
崎
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
。

　
　
　
　
　
　
　

示
し
た
る
一
映
像
や
都
鳥

都
鳥
飛
ん
で
一
字
を
画



き
け
り
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一
月
二
十
日
　
物
芽
会
。
永
代
橋
畔
、
都
川
。

　
　
　
　
　
　
　

猫
い
ま
は
冬
菜
畑
を
歩
き
を
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
二
十
三
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
極
楽
寺
月
影
ヶ
谷
、
渡
利

　
　
　
　
　
　
　
月
影
邸
。

　
　
　
　
　
　
　

冬
空
に
大
樹
の
梢





朽
ち
て
な
し

香
煙
に
く
す
ぶ
つ
て
ゐ
る
冬
日
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
二
十
五
日
　
玉
藻
句
会
。
大
仏
境
内
、
南
浦
園
。

　
　
　
　
　
　
　

い
と
低
き
土
塀





わ
た
り
ぬ
冬
木
中

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
二
十
六
日
　
二
百
二
十
日
会
。
築
地
二
丁
目
、
八
百
善









。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

大
仏
の
境
内
梅
に
遠
会
釈








　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
二
十
一
日
　
古
稀
祝
を
兼
ね
家
庭
俳
句
会
。
鎌
倉
、
南

　
　
　
　
　
　
　
浦
園
。

　
　
　
　
　
　
　

宿
の
梅
あ
る
じ
と
共
に
老
い
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
二
十
二
日
　
七
十
回
誕
生
日
に
子
供
等
集
る
。

　
　
　
　
　
　
　

家
々
の
軒
端
の
梅
を
見
つ
つ
行
く

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
二
十
八
日
　
鎌
倉
要
山
、
香
風
園
。
古
稀
祝
二
百
二
十

　
　
　
　
　
　
　
日
会
女
連
。

　
　
　
　
　
　
　

春
蘭
を
掘
り
提

げ
も
ち
て
高
嶺
の
日

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
五
日
　
景
山
筍
吉











招
宴
。
霞
ヶ
関
茶
寮
。

　
　
　
　
　
　
　

日
を
の
せ
て
浪
た
ゆ
た
へ
り
海

苔

の
海

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
九
日
　
「
玉
藻
五
句
集
（
第
七
十
三
回
）
」

　
　
　
　
　
　
　

春
の
水
梭
を
出
で
た
る
如
く
な
り
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三
月
二
十
一
日
　
大
阪
西
区
江
戸
堀
、
浜
田
止
宿
。
立
子
、

　
　
　
　
　
　
　
浜
子
と
共
に
。
「
鹿
笛
」
吟
行
、
京
都
桂
に
行
く
。

　
　
　
　
　
　
　

長
谷
寺









に
法
鼓





轟




く
彼
岸
か
な

花
の
寺
末
寺





一
念
三
千
寺

御
胸






に
春
の
塵



と
や
申
す
べ
き

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
二
十
二
日
　
阿
波
野
青
畝













、
藤
岡
玉
骨
其
の
他
と
共
に

　
　
　
　
　
　
　
長
谷
寺
吟
行
。

　
　
　
　
　
　
　

ハ
ン
ド
バ
ツ
ク
寄
せ
集
め
あ
り
春
の
芝

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
二
十
三
日
　
関
西
夏
草
会
。
宝
塚
ホ
テ
ル
。

　
　
　
　
　
　
　

麗




か
に
ふ
る
さ
と
人
と
打
ち
ま
じ
り

ふ
る
さ
と
に
防
風
摘
み
に
と
来
し
吾



ぞ

砂
浜
を
斯

く
行
く
防
風
摘
み
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
二
十
九
日
　
在
松
山
。
風
早
の
西
ノ
下

に
赴
く
。
豊
田
、

　
　
　
　
　
　
　
猪

野

等
に
迎
へ
ら
れ
猪
野
宅
招
宴
。

　
　
　
　
　
　
　

紅
梅
に
薄
紅
梅
の
色
重






ね

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
日
　
家
庭
俳
句
会
。
日
比
谷
公
園
。

　
　
　
　
　
　
　

見
る
と
こ
ろ
花
は
な
け
れ
ど
よ
き
住
居





　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
九
日
　
草
樹
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
。

　
　
　
　
　
　
　

今
日
こ
こ
の
花
の
盛
り
を
記
憶
せ
よ

一
様
に
岸
辺
の
柳
吹
き
靡



き

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
十
日
　
ホ
ト
ト
ギ
ス
同
人
、
虚
子
古
稀
祝
賀
会
。
不
忍

　
　
　
　
　
　
　
弁
天
生
池
院
。
池
ノ
端
、
雨
月
荘
。

　
　
　
　
　
　
　

芝
焼
い
て
旧
居
の
ま
ま
の
た
ゝ
ず
ま
ひ
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四
月
十
一
日
　
水
竹
居
追
善
句
会
。
深
沢
、
赤
星
邸
。

　
　
　
　
　
　
　

沈

丁







の
香
の
石
階
に
佇





み
ぬ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
十
二
日
　
笹
鳴
会
。
お
茶
ノ
水
、
日
本
出
版
文
化
倶
楽

　
　
　
　
　
　
　
部
。

　
　
　
　
　
　
　

謡

会







す
す
む
に
つ
れ
て
夕
桜

暮
れ
け
れ
ば
灯





を
向
け
ぬ
家
桜

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
十
二
日
　
望
月
龍
、
林
周
平
招
宴
。
木
挽
町
、
灘
万
。

　
　
　
　
　
　
　

藁


さ
が
る
け
ふ
は
二
筋
雀





の
巣

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
十
六
日
　
大
崎
会
。
お
茶
の
水
、
日
本
出
版
文
化
倶
楽

　
　
　
　
　
　
　
部
。

　
　
　
　
　
　
　

法
外
の
朝
寝
も
す
る
や
よ
く
も
降
る

一
蝶
の
舞
ひ
現
れ
て
雨
あ
が
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
十
九
日
　
横
浜
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

外
套






を
脱
げ
ば
走
り
来

持
ち
く
れ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
日
　
浅
草
探
勝
会
。
千
住






青
物
市
場
、
為
成
菖
蒲

　
　
　
　
　
　
　
園
居
。

　
　
　
　
　
　
　

手
に
う
け
て
開

け
見
て
落
花
な
か
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
一
日
　
物
芽
会
。
上
野
公
園
、
東
華
亭
。

　
　
　
　
　
　
　

寵

愛







の
仔
猫





の
鈴
の
鳴
り
通
し

ス
リ
ツ
パ
を
越
え
か
ね
て
ゐ
る
仔
猫
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
二
日
　
丸
之
内
倶
楽
部
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

息
子





住
む
田
舎
家









に
来
て
春
惜
む

行
き
過
ぎ
て
顧
み
す
れ
ば
花
し
ど
み
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四
月
二
十
四
日
　
九
羊
会
兼
調
布
俳
句
会
。
武
蔵
調
布
、
友

　
　
　
　
　
　
　
次
郎
宅
。

　
　
　
　
　
　
　

尾
は
蛇
の
如
く
動
き
て
春
の
猫

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
五
日
　
冬
扇
会
。
小
石
川
植
物
園
御
殿
。

　
　
　
　
　
　
　

朧




と
は
今
日
の
隅
田





の
月
の
こ
と

脇

息







に
手
を
置
き
春
を
惜
み
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
六
日
　
満
洲
俳
人
会
。
柳
橋
、
深
川
亭
。

　
　
　
　
　
　
　

藤
房






の
垂

れ
て
小
暗





き
産
屋





か
な

君
と
わ
れ
惜
春
の
情
な
し
と
せ
ず

ふ
た
り
づ
つ
〳
〵
行
く
春
の
塵

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
二
日
　
金
沢
あ
ら
う
み
海
会
員
大
挙
上
京
。
上
野
韻
松

　
　
　
　
　
　
　
亭
。
池
之
端
、
雨
月
荘
。

　
　
　
　
　
　
　

著
倒





れ
の
京
の
祭
を
見
に
来



り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
九
日
　
つ
る
ば
み
会
。
鴨
東






、
美
濃
幸
。

　
　
　
　
　
　
　

薄
暑






は
や
日
蔭
う
れ
し
き
屋
形
船







藤
蔓






の
船
の
屋
根
摺

る
音
な
り
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
十
日
　
関
西
同
人
会
並
に
文
報
会
員
。
嵐
山
、
花
の
家
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

い
か
な
ご
に
ま
づ
箸



お
ろ
し
母
恋
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
十
二
日
　
紀
州
和
歌
浦
、
望
海
楼
。
春
泥
招
宴
。

　
　
　
　
　
　
　

素
袷






の
心
に
は
な
り
得
ざ
り
し
や

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
二
十
一
日
　
自
殺
せ
る
若
柳
敏
三
郎
を
悼
む
。

　
　
　
　
　
　
　

簡
単
に
新
茶
お
く
る
と
便



り
か
な
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生
き
て
ゐ
る
し
る
し
に
新
茶
お
く
る
と
か

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
十
七
日
　
「
玉
藻
五
句
集
（
第
七
十
六
回
）
」

　
　
　
　
　
　
　

隣
り
合
ふ
実

梅


の
如
く
あ
り
し
事

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
七
月
二
日
　
伊
藤
葦
天





来
り
て
『
紅
緑
句
集
』
に
題
句
を
徴

　
　
　
　
　
　
　
す
。

　
　
　
　
　
　
　

顧
み
る
七
十
年
の
夏
木
立

草
刈
の
顔
は
脚
絆






に
埋



も
れ
て

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
七
月
十
日
　
句
謡
会
。
鎌
倉
要
山
、
香
風
園
。

　
　
　
　
　
　
　

い
つ
の
間
に
世
に
無
き
人
ぞ
梅

雨

寒
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
七
月
二
十
一
日
　
五
月
二
十
五
日
大
西
一
外
逝
去
せ
し
由
、

　
　
　
　
　
　
　
此
日
報
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
　

そ
こ
に
あ
る
団
扇





を
と
り
て
寛



ろ
ぎ
ぬ

汗
を
か
く
か
か
ぬ
な
ん
ど
の
物
語

昼
の
蚊
の
静
か
に
来
に
し
雅
会
か
な

吹
き
上
げ
て
廊
下
あ
ら
は
や
夏
暖
簾







　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
七
月
二
十
五
日
　
芝
公
園
、
浪
花
屋
、
下
山
霜
山
招
宴
。

　
　
　
　
　
　
　

立
秋
の
雲
の
動
き
の
な
つ
か
し
き

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
八
月
八
日
　
鎌
倉
八
幡
宮
実
朝
祭
献
句
。

　
　
　
　
　
　
　

悠

久







を
思
ひ
銀
河
を
仰
ぐ
べ
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
八
月
九
日
　
伊
藤
柏
翠






来
り
、
小
田
中
久
二
雄
、
菅
波
康
平

　
　
　
　
　
　
　
共
に
重
態
の
由
を
語
る
。
句
を
作
り
て
柏
翠
に
托
す
。

　
　
　
　
　
　
　

温
泉



の
客
の
皆
夕
立
を
眺
め
を
り

人
走
る
滝
見
戻
り
の
俄



か
雨

35



家
二
三
あ
る
山
蔭
に
滝
あ
り
と

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
八
月
十
二
日
　
句
謡
会
。
箱
根
湯
本
、
清
光
園
。

　
　
　
　
　
　
　

自
転
車
に
花
や
線
香
や
墓
参
り

大
い
な
る
蚊
が
出
て
喰



ふ
早
雲
寺







幾
本
の
蝉



の
大
樹
や
早
雲
寺

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
八
月
十
三
日
　
箱
根
、
早
雲
寺
。

　
　
　
　
　
　
　

日
出

で
て
葉
末





の
露
の
皆
動
く

雲
間
よ
り
稲
妻
の
尾
の
現
れ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
八
月
十
五
日
よ
り
十
八
日
に
至
る
　
山
中
湖
畔
。
新
蕎
麦









俳

　
　
　
　
　
　
　
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

秋
風
や
顧
み
ず
し
て
相
別
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
八
月
十
五
日
よ
り
十
八
日
に
至
る
　
山
中
湖
畔
。
藤
崎
雀
荘

　
　
　
　
　
　
　
寉
田
を
訪
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　

秋
雨
を
衝

い
て
人
来
る
山
の
庵



萩

芒







お
ほ
か
た
閉
ぢ
し
山
の
庵

萩
叢






の
中
に
傘
干
す
山
の
庵

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
八
月
十
五
日
よ
り
十
八
日
に
至
る
　
山
中
湖
畔
。
山
廬
。

　
　
　
　
　
　
　

選
集
を
選



み
し
よ
り
の
山
の
秋

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
八
月
二
十
九
日
　
吉
田
俳
人
七
、
八
人
来
る
。

　
　
　
　
　
　
　

狼
藉






や
芙
蓉





を
折
る
は
女
の
子

芙
蓉
花
の
折
り
取
ら
れ
ゆ
く
花
あ
は
れ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
三
日
　
家
庭
俳
句
会
。
日
比
谷
公
園
、
丸
之
内
倶
楽
部

　
　
　
　
　
　
　
別
室
。
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滝
の
威
に
恐
れ
て
永
く
と
ど
ま
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
七
日
　
「
玉
藻
五
句
集
（
第
七
十
七
回
）
」

　
　
　
　
　
　
　

凄


か
り
し
月
の
団
蔵
七
代
目

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
十
日
　
成
田
の
額
堂
に
七
代
目
団
十
郎
の
石
像
が
あ
つ

　
　
　
　
　
　
　
た
が
、
久
し
く
鼻
が
欠
け
た
ま
ま
に
な
つ
て
ゐ
た
（
今
は
修

　
　
　
　
　
　
　
覆
さ
れ
て
ゐ
る
が
）
。
七
代
目
団
蔵
が
こ
れ
を
嘆
き
、
六
代

　
　
　
　
　
　
　
目
団
蔵
の
像
と
共
に
別
に
銅
像
を
建
立
し
た
。
今
度
襲
名
し

　
　
　
　
　
　
　
た
八
代
目
団
蔵
は
、
七
代
目
団
蔵
追
善
供
養
の
為
め
、
其
後

　
　
　
　
　
　
　
撤
去
し
た
銅
像
の
残
さ
れ
た
台
石
の
上
に
句
碑
を
立
て
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
と
に
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

よ
べ
の
月
よ
か
り
し
け
ふ
の
残
暑
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
十
三
日
　
笹
鳴
会
。
駿
河
台
、
日
本
出
版
文
化
倶
楽
部
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

月
を
待
つ
人
皆
ゆ
る
く
歩
き
を
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
十
五
日
　
観
月
句
会
。
鎌
倉
山
ノ
内
、
東
慶
寺
。

　
　
　
　
　
　
　

歌
膝






を
組
み
直
し
け
り
虫
の
宿

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
十
六
日
　
物
芽
会
。
芝
琴
平
町
、
松
韻
社
。

　
　
　
　
　
　
　

過




ち
は
過
ち
と
し
て
爽



や
か
に

爽
や
か
に
あ
れ
ば
耳
さ
へ
明
ら
か
に

栓


ひ
ね
り
水
爽
や
か
に
迸




り

人
々
の
皆
爽
や
か
に
頼
母





し
き

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
十
七
日
　
大
崎
会
。
駿
河
台
、
日
本
出
版
文
化
倶
楽
部
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

交




り
は
薄
く
も
濃
く
も
月
と
雲

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
十
八
日
　
十
七
日
夜
七
時
十
二
分
、
永
田
青
嵐
逝
く
。

　
　
　
　
　
　
　

い
つ
ま
で
も
用
あ
る
秋
の
渋
団
扇
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九
月
二
十
日
　
銀
座
探
勝
会
。
永
田
町
、
真
下
宅
。

　
　
　
　
　
　
　

夕
立





来

て
右
往
左
往
や
仲
の
町

こ
こ
は
し
も
山
口
巴
秋

簾







　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
一
日
　
浅
草
探
勝
会
。
吉
原
引
手





茶
屋
山
口
巴
。

　
　
　
　
　
　
　

い
つ
の
間
に
壁
に
か
か
り
し
帚

草







取
り
も
せ
ぬ
糸
瓜





垂
ら
し
て
書
屋






か
な

白
萩
の
殊



に
汚



な
く
な
り
や
す
く

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
三
日
　
丸
ノ
内
倶
楽
部
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

鶏
頭






の
う
し
ろ
ま
で
よ
く
掃
か
れ
あ
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
五
日
　
「
玉
藻
五
句
集
（
第
七
十
九
回
）
」

　
　
　
　
　
　
　

爽
や
か
に
屈
托
と
い
ふ
も
の
無
し
に

爽
や
か
に
皆
面



上

げ
て
真
つ
直
ぐ
に

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
六
日
　
鹿
郎
祝
賀
会
。
白
山
招
宴
。
上
野
伊
香
保
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

お
は
ん
居



の
屏
風
開









に
招
か
れ
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
七
日
　
お
は
ん
居
。

　
　
　
　
　
　
　

木
犀






の
香
は
秋
の
蚊
を
近
づ
け
ず

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
二
日
　
句
謡
会
。
鎌
倉
要
山
、
香
風
園
。

　
　
　
　
　
　
　

北
嵯

峨

の
祭
の
人
出
見
に
行
か
ん

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
六
日
　
草
樹
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
別
室
。

　
　
　
　
　
　
　

秋
晴
の
少
し
曇
り
し
か
と
思
ふ

天
高
し
雲
行
く
方



に
我
も
行
く
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十
月
十
三
日
　
日
比
谷
公
園
、
松
本
楼
。

　
　
　
　
　
　
　

白
雲
の
餅
の
如
し
や
秋
の
天

あ
の
雲
の
昃



り
来
る
べ
し
秋
の
晴

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
十
四
日
　
七
宝
会
。
小
石
川
後
楽
園
、
涵
徳
亭
。

　
　
　
　
　
　
　

椿
の
葉
最
も
揺
れ
て
小
鳥
居
る

秋
の
灯
を
と
も
さ
ん
と
し
て
手
を
や
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
十
八
日
　
銀
座
探
勝
会
。
昭
和
通
り
、
八

重

洲

園
。

　
　
　
　
　
　
　

マ
ス
ク
し
て
早
や
彼
あ
り
ぬ
柳
散
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
十
九
日
　
浅
草
探
勝
会
。
公
園
茶
店
、
宮
戸
川
。

　
　
　
　
　
　
　

渡
り
鳥
堤
の
藪



を
木
伝





ひ
て

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
日
　
「
玉
藻
五
句
集
（
第
八
十
回
）
」

　
　
　
　
　
　
　

門
の
内
掛
稲






あ
り
て
写
真
撮

る

句
碑
を
見
て
溝
蕎
麦









の
逕



左
へ
と

秋
晴
の
奇
北





高
臥





の
と
こ
ろ
是

れ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
一
日
　
埼
玉
県
須
賀
村
に
川
島
奇
北
の
病
を
訪
ひ
、

　
　
　
　
　
　
　
不
動
岡
、
迷
子





居
の
「
桜
草
」
同
人
句
会
に
列
す
。

　
　
　
　
　
　
　

一
塵






を
見
つ
け
し
空
や
秋
の
晴

末
枯






の
原
を
ち
こ
ち
の
水
た
ま
り

気
安
し
や
末
枯
草
に
且



憩


ひ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
二
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
笹
目
ヶ
谷
、
星
野
宅
。

　
　
　
　
　
　
　

枯
蓮
の
水
を
犬
飲
む
お
び
え
つ
ゝ

稲

架

遠
く
連





り
隠
れ
森
の
か
げ
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十
月
二
十
四
日
　
鶴
ヶ
岡
八
幡
宮
社
務
所
。

　
　
　
　
　
　
　

茶
屋
に
居
て
下
な
る
茶
屋
の
屋
根
落
葉

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
五
日
　
玉
藻
句
会
。
王
子
名
主
の
滝
。

　
　
　
　
　
　
　

礎



の

下
の
豆
菊
這

ひ
出
で
て

崩

簗







水
徒





ら
に
激
し
を
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
八
日
　
丸
之
内
倶
楽
部
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

秋
晴
や
諸
手





重
ね
て
打
ち
翳



し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
日
　
銀
座
探
勝
会
。
実
業
ビ
ル
六
階
。

　
　
　
　
　
　
　

初
時
雨







そ
の
時
世
塵





無
か
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
七
日
　
句
謡
会
。
鎌
倉
要
山
、
香
風
園
。

　
　
　
　
　
　
　

両
脚
を
伝
ひ
て
寒
さ
這
ひ
上
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
九
日
　
二
百
二
十
日
会
。
木
挽
町
、
田
中
家
。

　
　
　
　
　
　
　

枯
園






を
見
つ
つ
あ
り
し
が
障
子
し
め

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
日
　
即
事
。

　
　
　
　
　
　
　

遠
足
の
列
く
ね
り
行
く
大
枯
木

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
一
日
　
七
宝
会
。
上
野
花
山
亭
。

　
　
　
　
　
　
　

一
門
の
睦



み
集



ひ
て
桃
青
忌







切
干






も
あ
ら
ば
供
へ
よ
翁





の
忌

紅
葉





せ
る
こ
の
大
木
の
男
振
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
二
日
　
吉
右
衛
門
一
座
、
「
嵯
峨
日
記
」
を
上
演

　
　
　
　
　
　
　
す
る
に
つ
き
、
芭
蕉
二
百
五
十
年
忌
追
善
会
を
上
野
清
水
寺

　
　
　
　
　
　
　
客
殿
に
催
す
。
吉
右
衛
門
主
催
。
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川
下
の
娘

の
家
を
訪

ふ
春
の
水

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
五
日
　
越
前






三
国
、
愛
子
居
。

　
　
　
　
　
　
　

滝
風
は
木
々
の
落
葉
を
近
寄
せ
ず

廻
廊
を
登
る
に
つ
れ
て
時
雨
冷
え

木
々
紅
葉





せ
ね
ば
や
ま
ざ
る
御
法





か
な

今
も
尚



承
陽
殿
に
紅
葉
見
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
六
日
　
越
前
永
平
寺







。

　
　
　
　
　
　
　

川
に
そ
ひ
行
く
ま
ま
草
の
枯
る
る
ま
ま

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
七
日
　
金
沢
市
逍

遥







。

　
　
　
　
　
　
　

北
国
の
し
ぐ
る
る
汽
車
の
混
み
合
ひ
て

温
泉



に
入
り
て
暫



し
あ
た
た
か
紅
葉
冷
え

不
思
議
や
な
汝

れ
が
踊
れ
ば
吾



が
泣
く

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
八
日
　
山
中
、
吉
野
屋
に
一
泊
。
愛
子
の
母
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
を
慰
め
ん
と
謡
ひ
踊
り
愛
子
も
亦
踊
る
。

　
　
　
　
　
　
　

無
名
庵
に
冬

籠







せ
し
心
は
も

湖
の
寒
さ
を
知
り
ぬ
翁
の
忌

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
一
日
　
大
津
義
仲
寺







無
名
庵
に
於
け
る
芭
蕉
忌

　
　
　
　
　
　
　
法
要
。
膳

所

小
学
校
に
於
け
る
俳
句
大
会
。

　
　
　
　
　
　
　

後
苑
の
菊
の
乱
れ
を
愛
し
つ
ゝ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
二
日
　
京
都
鹿



ヶ
谷



。
ミ
ユ
ー
ラ
ー
初
子
邸
。

　
　
　
　
　
　
　

こ
こ
に
来
て
ま
み
え
し
思
ひ
翁
の
忌

笠
置
路









に
俤




描

く
桃
青
忌

焚
火





す
る
わ
れ
も
紅
葉
を
一
ト
握
り
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掛
稲
の
伊
賀
の
盆
地
を
一
目
の
居

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
三
日
　
伊
賀
上
野
、
友
忠
旅
館
。
愛
染
院
に
於

　
　
　
　
　
　
　
け
る
芭
蕉
忌
。
菊
山
九
園
居
。

　
　
　
　
　
　
　

四
五
日
は
冬

籠







せ
ん
旅
が
へ
り

冬
籠
そ
の
日
早
く
も
人
の
訃

を

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
四
日
　
帰
宅
。

　
　
　
　
　
　
　

四
目
垣







内
外





の
菊
の
乱
れ
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
六
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
極
楽
寺
。

　
　
　
　
　
　
　

冬
空
を
見
ず
衆

生







を
視

大

仏







枯
松
の
姿
を
惜
み
合
へ
る
か
な

君
を
送
り
紅
葉
が
く
れ
に
逍
遥
す

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
八
日
　
爽
波





送
別
。
杞
陽





招
宴
。
鎌
倉
大
仏
、

　
　
　
　
　
　
　
南
浦
園
。

　
　
　
　
　
　
　

話
し
つ
つ
行
き
過
ぎ
戻
る
梅
の
門

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
九
日
　
玉
藻
句
会
。
市
川
、
佐
川
雨
人
居
。

　
　
　
　
　
　
　

た
だ
中
に
あ
る
思
ひ
な
り
冬
日
和







　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
三
日
　
家
庭
俳
句
会
。
日
比
谷
公
園
、
丸
之
内
倶
楽

　
　
　
　
　
　
　
部
。

　
　
　
　
　
　
　

落
葉
吹
く
風
に
帚





を
と
ど
め
見
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
四
日
　
句
謡
会
。
鎌
倉
要
山
、
香
風
園
。

　
　
　
　
　
　
　

枯
草
に
犬
尾
を
垂
れ
て
も
の
を
嗅

ぎ

菜
を
負
ひ
て
帰
り
を
り
し
が
子
罵





る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
五
日
　
浅
野
白
山
還
暦
祝
賀
会
。
鶯

谷








、
し
ほ
原
。
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ほ
そ
ぼ
そ
と
残
菊
の
あ
り
愛



し
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
九
日
　
七
宝
会
。
虚
子
古
稀
祝
賀
。

　
　
　
　
　
　
　

障
子
し
め
自
恃
庵







と
ぞ
号
し
け
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
十
日
　
草
樹
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
別
室
。

　
　
　
　
　
　
　

風
邪
引
に
又
夕
方
の
来
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
十
一
日
　
偶
成
。

　
　
　
　
　
　
　

人
を
見
る
目
細
く
日
向





ぼ
こ
り
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
十
二
日
　
横
浜
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

炭
を
挽

く
静
か
な
音
に
あ
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
十
四
日
　
二
百
二
十
日
会
。
清
三
郎
招
宴
。
築
地
、

　
　
　
　
　
　
　
藍
亭
。

　
　
　
　
　
　
　

天
気
や
ゝ
お
ち
た
る
か
と
も
冬
日
和

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
十
五
日
　
物
芽
会
。
上
野
公
園
、
東
華
亭
。

　
　
　
　
　
　
　

振
り
向
か
ず
返
事
も
せ
ず
に
お
で
ん
食
ふ

干
笊






の
動
い
て
ゐ
る
は
三
十
三
才

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
十
七
日
　
大
崎
会
。
日
本
橋
区
三
丁
目
、
小
島
方
。

　
　
　
　
　
　
　

う
か
と
し
て
何
か
見
て
を
り
年
の
暮

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
日
　
銀
座
探
勝
会
。
築
地
河
岸
、
朝
日
倶
楽
部
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

枯
木
皆
憐



れ
み
合
ひ
て
立
ち
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
二
日
　
花
鳥
会
。
築
地
、
田
中
家
。
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甘

藷

焼
け
て
ゐ
る
藁



の
火
の
美
し
く

枯
菊
に
尚

ほ
或
物






を
と
ど
め
ず
や

起
き
直
り
起
き
直
ら
ん
と
菊
枯
る
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
四
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
片
瀬





、
仙
石
隆
子
邸
。

　
　
　
　
　
　
　

川
の
面

に
こ
こ
ろ
遊
び
て
都
鳥

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
七
日
　
玉
藻
句
会
。
永
代
橋
畔
、
都
川
。
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昭
和
十
九
年

一
人
立
ち
障
子
を
あ
け
ぬ
薬

喰







　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
十
八
日
　
中
央
俳
句
会
。
霜
山
招
宴
。
九
段
上
、
魚
久
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

石
に
腰
し
ば
ら
く
か
け
て
冷
め
た
く
て

も
の
皆
の
枯
れ
て
別
墅






の
閉
し
あ
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
二
十
三
日
　
夕
月
会
。
鎌
倉
、
南
浦
園
。

　
　
　
　
　
　
　

初
時
雨
し
か
と
心
に
と
め
に
け
り

水
餅
の
混
雑
し
を
る
壺
の
中

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
二
十
九
日
　
「
玉
藻
五
句
集
（
第
八
十
一
回
）
」
。
二

　
　
　
　
　
　
　
百
二
十
日
会
初
会
。
京
橋
木
挽
町
、
田
中
家
。

　
　
　
　
　
　
　

障
子
外
通
る
許



り
や
冬
座
敷
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寒
菊
に
憐
み
よ
り
て
剪

り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
三
十
日
　
「
玉
藻
五
句
集
（
第
八
十
二
回
）
（
第
八
十

　
　
　
　
　
　
　
三
回
）
」

　
　
　
　
　
　
　

倉
庫
の
扉

打
ち
開
き
あ
り
寒

雀







　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
五
日
　
句
謡
会
。
鎌
倉
要
山
、
香
風
園
。

　
　
　
　
　
　
　

雲
よ
り
も
真
白
き
春
の
猫
二
匹

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
七
日
　
白
山
招
宴
。
鶯
谷
、
伊
香
保
。

　
　
　
　
　
　
　

陶
窯






に
探
梅
行








の
時
す
ご
す

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
十
日
　
七
宝
会
。
麹
町
永
田
町
、
真
下
宅
。

　
　
　
　
　
　
　

春
め
き
し
日
な
り
子
を
連
れ
彼
女
来
る

美
し
く
残
れ
る
雪
を
踏
む
ま
じ
く

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
二
十
日
　
相
模
原







吟
行
。

　
　
　
　
　
　
　

洋
服
の
襟



を
つ
か
み
て
春
寒
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
三
日
　
家
庭
俳
句
会
。
日
比
谷
公
園
、
丸
之
内
倶
楽
部

　
　
　
　
　
　
　
別
室
。

　
　
　
　
　
　
　

白
酒
の
紐



の
如
く
に
つ
が
れ
け
り

け
ふ
も
亦



春
の
寒
さ
か
合
点
ぢ
や

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
四
日
　
句
謡
会
。
鎌
倉
要
山
、
香
風
園
。

　
　
　
　
　
　
　

五
女
の
家
に
次
女
と
駆
け
込
む
春
の
雷



　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
九
日
　
七
宝
会
。
芝
公
園
金
地
院
境
内
、
斎
藤
香
村
居
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

土
塊






を
一
つ
動
か
し
物
芽
出
づ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
十
三
日
　
笹
鳴
会
。
お
茶
の
水
、
日
本
出
版
文
化
倶
楽

　
　
　
　
　
　
　
部
。

46六百句



　
　
　
　
　
　
　

芽
吹
く
木
々
お
の
〳
〵
韻
を
異
に
し
て

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
十
五
日
　
物
芽
会
。
上
野
公
園
、
東
華
亭
。

　
　
　
　
　
　
　

娘

の
部
屋
を
仮
の
書
斎
や
沈
丁
花








う
は
風
の
沈
丁
の
香
の
住
居





か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
十
七
日
　
大
崎
会
。
富
士
見
町
、
桜
間
邸
。

　
　
　
　
　
　
　

開
帳
の
時
は
今
な
り
南

無

阿

弥

陀

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
二
十
日
　
銀
座
探
勝
会
。
松
屋
裏
、
尼
寺
。

　
　
　
　
　
　
　

駒


繋


ぐ
ご
と
自
転
車
を
梅
が
下

か
か
は
り
も
な
く
て
互
に
梅
椿

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
二
十
四
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
た
か
し
庵
。

　
　
　
　
　
　
　

犬
ふ
ぐ
り
星
の
ま
た
た
く
如
く
な
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
二
十
七
日
　
玉
藻
句
会
。
鎌
倉
笹
目
谷
、
星
野
宅
。

　
　
　
　
　
　
　

一
時






を
庭
の
桜
に
す
ご
さ
ば
や

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
日
　
あ
ふ
ひ
忌
。
青
山
、
善
光
寺
。

　
　
　
　
　
　
　

落

椿







道
の
真
中
に
走
り
出
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
八
日
　
句
謡
会
。
鎌
倉
要
山
、
香
風
園
。

　
　
　
　
　
　
　

参
詣






の
人
に
俄



か
な
花
の
雨

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
三
日
　
鎌
倉
鶴
ヶ
岡
八
幡
宮
社
務
所
。

　
　
　
　
　
　
　

春
風
や
離
れ
の
縁
の
小
座
蒲
団











　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
四
日
　
玉
藻
句
会
。
鎌
倉
大
町
、
高
木
宅
。
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楼
上
に
客
た
り
花
は
主





た
り

山
荘
に
客
た
り
四

方

の
花
に
あ
り

も
て
な
し
の
心
を
花
に
語
ら
し
め

山
吹
や
心
舅




の

客
に
あ
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
五
日
　
鎌
倉
山
、
岩
田
緑
山
荘
に
招
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　

手
を
挙
げ
て
走
る
女
や
山
桜

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
七
日
　
偶
成
。

　
　
　
　
　
　
　

蒼
海






の
色
尚



存
す
目
刺





か
な

春
雨
の
く
ら
く
な
り
ゆ
き
極
ま
り
ぬ

木

の
芽

雨


又
病
む
と
き
く
加
餐





せ
よ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
八
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
東
慶
寺
山
内
、
木
下
春
居
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

江
山






の
晴
れ
わ
た
り
た
る
幟





か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
五
日
　
家
庭
俳
句
会
。
山
王
境
内
鳥
居
前
、
小
泉
亭
。

　
　
　
　
　
　
　

繭
相
場







度
拍
子







も
な
く
上
る
と
か

此
村
に
一
歩
を
入
れ
ぬ
繭
景
気

よ
き
蚕

ゆ
へ
正
し
き
繭
を
作
り
た
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
六
日
　
句
謡
会
。
鎌
倉
要
山
、
香
風
園
。

　
　
　
　
　
　
　

昨
日
今
日
客
あ
り
今
日
は
牡
丹
剪

る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
九
日
　
二
百
二
十
日
会
。
鎌
倉
草
庵
。

　
　
　
　
　
　
　

ど
こ
の
蚊
が
最
も
痛
き
墓
詣

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
十
九
日
　
故
郷
の
池
内
、
高
浜
両
家
の
墓
掃
除
を
依
頼

　
　
　
　
　
　
　
し
あ
る
波
多
野
晋
平
に
お
く
る
。
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根
切
虫







あ
た
ら
し
き
こ
と
し
て
く
れ
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
二
日
　
家
庭
俳
句
会
。
上
野
、
韻
松
亭
。

　
　
　
　
　
　
　

軽
暖






の
日
か
げ
よ
し
且

つ
日
向





よ
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
三
日
　
句
謡
会
。
鎌
倉
要
山
、
香
風
園
。

　
　
　
　
　
　
　

道
に
立
ち
見
て
ゐ
る
人
に
早
苗





と
る

笠
二
つ
う
な
づ
き
合
ひ
て
早
苗
と
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
五
日
　
横
浜
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
。
鎌
倉
笹
目
、
星
野

　
　
　
　
　
　
　
宅
。

　
　
　
　
　
　
　

緑
蔭
に
主





鷺


追
ふ
手
を
あ
げ
て

満
目
の
緑
に
座



る
主
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
六
日
　
芝
白
金






、
般
若
苑








。

　
　
　
　
　
　
　

兎

も
角



も
落
着
き
居

れ
ば
暑
か
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
八
日
　
七
宝
会
。
駒
込
、
六
義
園







。

　
　
　
　
　
　
　

箕

を
抱



へ
女
出
て
来
ぬ
花
菖
蒲

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
九
日
　
二
百
二
十
日
会
。
鎌
倉
、
極
楽
寺
。

　
　
　
　
　
　
　

我
打
つ
て
飜
へ
り
死
ぬ
蠅
あ
は
れ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
十
一
日
　
夕
月
会
。
鎌
倉
要
山
、
香
風
園
。

　
　
　
　
　
　
　

夏
蝶
を
見
上
げ
て
彼
女
庭
に
あ
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
十
三
日
　
二
百
二
十
日
会
。
蓬
矢





招
宴
、
嵯
峨
野
。

　
　
　
　
　
　
　

灯
取
虫







稿
を
つ
が
ん
と
あ
せ
り
つ
つ

帯
に
落
ち
這
ひ
上
る
な
り
灯
取
虫
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六
月
二
十
日
　
夏
草
会
。
鎌
倉
要
山
、
香
風
園
。

　
　
　
　
　
　
　

何
某






の
院
の
あ
と
と
や
花
菖
蒲

溝


ま
た
ぎ
飛
び
越
え
も
し
て
梅
落
と
す

時
過
ぎ
て
尚



梅
落
と
す
音
す
な
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
二
十
一
日
　
物
芽
会
。
鎌
倉
山
ノ
内
、
東
慶
寺
。

　
　
　
　
　
　
　

灯
取
虫
這
ひ
て
書
籍
の
文
字
乱
れ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
二
十
二
日
　
丸
之
内
句
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
別
室
。

　
　
　
　
　
　
　

干

し
衣



は
紺
の
単
衣





の
よ
く
乾



き

蜘

蛛

虫
を
抱



き
四
脚






踏
み
延
ば
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
二
十
三
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
極
楽
寺
、
渡
利
月
影
邸
。

　
　
　
　
　
　
　

老
の
眼
に
ヽ
《
チ
ュ
》
と
に
じ
み
た
る
蠅
を
打
つ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
二
十
七
日
　
二
百
二
十
日
会
別
会
。
杞
陽
招
宴
。
鎌
倉
、

　
　
　
　
　
　
　
喜
好
寮
。

　
　
　
　
　
　
　

炎
天
に
立
出
で
て
人
ま
た
た
き
す

会
の
た
び
花
剪

る
今
日
は
額



を
剪
る

美
し
き
蜘
蛛
居
る
薔

薇

を
剪
り
に
け
り

黒
ず
ん
だ
染

み
が
美
く
し
孔
雀
草








　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
七
月
三
日
　
土
筆





会
。
鎌
倉
草
庵
。

　
　
　
　
　
　
　

木
を
伐

り
し
あ
と
夏
山
の
乱
れ
か
な

四
五
歩
し
て
夏
山
の
景
変
り
け
り

石
を
撫

し
傍





ら
に
あ
る
百

合

を
剪
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
七
月
九
日
　
二
百
二
十
日
会
。
鎌
倉
要
山
、
香
風
園
。
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稍

や
お
く
れ
た
り
と
い
へ
ど
も
喜
雨
到



る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
七
月
二
十
日
　
即
事
。

　
　
　
　
　
　
　

辛
辣






の
質



に
て
好
む
唐
辛
子







　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
七
月
二
十
五
日
　
「
玉
藻
五
句
集
」

　
　
　
　
　
　
　

加
ふ
る
に
団
扇





の
風
を
以
て
せ
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
七
月
二
十
九
日
　
二
百
二
十
日
会
。
日

ね
も
す
招
宴
。
鎌
倉

　
　
　
　
　
　
　
要
山
、
香
風
園
。

　
　
　
　
　
　
　

日
盛
り
は
今
ぞ
と
思
ふ
書
に
対
す

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
八
月
三
日
　
句
謡
会
。
鎌
倉
要
山
、
香
風
園
。

　
　
　
　
　
　
　

此
後






は
留
守
勝









な
ら
ん
萩
の
庵



　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
八
月
四
日
　
山
中
湖
畔
下



り
山



、
山
廬
。

　
　
　
　
　
　
　

背
中
に
は
銀
河
か
か
り
て
窓
に
腰

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
八
月
二
十
一
日
　
「
玉
藻
五
句
集
」

　
　
　
　
　
　
　

此
頃
は
ほ
ぼ
其
頃
の
萩
と
月

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
十
日
　
九
月
四
日
、
信
州
小
諸





に
移
住
。
「
奥
の
細
道
」

　
　
　
　
　
　
　
第
二
回
演
能
の
由
申
来
り
た
る
桜
間
金
太
郎
に
寄
す
。

　
　
　
　
　
　
　

牛
の
子
の
大
き
な
顔
や
草
の
花

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
十
三
日
　
志
賀
村
に
神
津





雨
村
を
訪
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　

ラ
ヂ
オ
よ
く
聞
こ
え
北
佐

久

秋
の
晴

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
十
七
日
　
即
事
。

　
　
　
　
　
　
　

昼
出
で
て
秋
の
蚊
ら
し
く
な
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
二
日
　
土
筆
会
。
鎌
倉
草
庵
。
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見
渡
し
て
月
の
友
垣






な
ら
ぬ
な
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
三
十
日
　
観
月
句
会
。
鎌
倉
亀
谷
、
英
勝
寺
。

　
　
　
　
　
　
　

子
供
等
も
重
荷
を
負
ふ
て
秋
の
雨

籬


の
豆
赤
さ
走
り
ぬ
い
ざ
摘
ま
ん

稲
刈
り
て
残
る
案

山

子

や
棒
の
尖



　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
五
日
　
小
諸
俳
人
小
会
。
林
檎
園
、
高
木
晴
子
居
。

　
　
　
　
　
　
　

停
車
場
に
夜
寒





の
子
守
旅
の
我

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
八
日
　
土
筆
会
員
挙



つ
て
来
る
。
小
諸
山
廬
。

　
　
　
　
　
　
　

諸
君
率

て
小
諸
町
出
て
秋
の
晴

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
九
日
　
土
筆
会
員
と
近
郊
散
策
。

　
　
　
　
　
　
　

案
内
の
宿
に
長
居





や
菌

狩







　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
十
一
日
　
小
山
栄
一
に
松
茸
狩
に
誘
は
れ
武
石





に
到
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
よ
り
は
山
陰
道
の
月
暗
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
十
九
日
　
十
七
日
山
本
村
家
逝
く
、
曩



に
泊
雲
逝
き
今

　
　
　
　
　
　
　
又
村
家
亡

し
。

　
　
　
　
　
　
　

虹
立
ち
て
忽





ち
君
の
在

る
如
し

虹
消
え
て
忽
ち
君
の
無
き
如
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
日
　
虹
立
つ
。
虹
の
橋
か
ゝ
り
た
ら
ば
渡
り
て
鎌

　
　
　
　
　
　
　
倉
に
行
か
ん
と
い
ひ
し
三
国
の
愛
子
に
お
く
る
。

　
　
　
　
　
　
　

与
良
氏









の
墓
木





拱




し
て
紅
葉





せ
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
四
日
　
即
事
。
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刈
り
か
け
し
蘆



い
つ
ま
で
も
其
の
ま
ま
に

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
七
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
鎌
倉
八
幡
宮
社
務
所
。

　
　
　
　
　
　
　

秋
晴
の
郵
便
函



や
棒
の
先

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
三
十
一
日
　
句
謡
会
。
鎌
倉
要
山
、
香
風
園
。

　
　
　
　
　
　
　

各
々






は
小
諸
寒
し
と
つ
ぶ
や
き
て

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
五
日
　
土
筆
会
。
小
諸
山
廬
。

　
　
　
　
　
　
　

迷
ひ
ゐ
る
雲
や
浅
間
は
雪
な
ら
ん

舞

う
て
ゐ
し
庭
の
落
葉
の
何

時

か
な
し

蕎

麦

干
し
て
居
て
し
ぐ
る
る
を
知
ら
ぬ
げ
に

山
の
名
を
覚
え
し
頃
は
雪
の
来
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
六
日
　
土
筆
会
。
小
諸
山
廬
。

　
　
　
　
　
　
　

時

雨

る
る
と
娘
手
か
ざ
し
父
仰
ぎ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
九
日
　
七
宝
会
。
小
諸
山
廬
。

　
　
　
　
　
　
　

山
国
の
冬
は
来
に
け
り
牛

乳

を
の
む

か
ら
〳
〵
と
鳴
り
居
る
小

夜

の
い
ね
こ
ぎ
機

一
塊
の
冬
の
朝
日
の
山
家





か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
日
　
七
宝
会
。
小
諸
山
廬
。

　
　
　
　
　
　
　

冬
山
路
俄





に
ぬ
く
き
所
あ
り

我


さ
む
さ
訪

ひ
集



ひ
く
る
志

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
二
日
　
信
州
俳
句
大
会
。
小
諸
、
小
山
栄
一
宅
。

　
　
　
　
　
　
　

木
枯






に
浅
間
の
煙
吹
き
散
る
か

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
七
日
　
素
十






、
春
霞
来
る
。
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そ
の
蔭
の
ほ
の
と
あ
た
た
か
枯
づ
つ
み

強
霜






に
今
日
来
る
人
を
心
待
ち

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
十
一
日
　
長
野
ホ
ト
ト
ギ
ス
会
員
来
る
。

　
　
　
　
　
　
　

そ
の
辺
を
一
廻
り
し
て
た
だ
寒
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
七
日
　
迷
子
、
菖
蒲
園
来
る
。
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昭
和
二
十
年

凍

て
き
び
し
さ
れ
ど
も
空
に
冬
日
厳



　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
四
日
　
毎
日
新
聞
よ
り
暦
の
句
を
徴
さ
れ
て
。

　
　
　
　
　
　
　

彼

の
道
に
黒
き
は
雪
の
友
な
ら
ん

蓆




垂
れ
雪
の
伏
屋





と
い
ふ
姿

山
道
に
雪
か
か
れ
あ
る
小
家
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
七
日
　
土
筆
会
。
小
諸
山
廬
。

　
　
　
　
　
　
　

雪
踏
み
て
乾



け
る
落
葉
現
は
れ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
八
日
　
長
野
ホ
ト
ト
ギ
ス
会
員
来
る
。
小
諸
山
廬
。

　
　
　
　
　
　
　

榾


の
火
の
大
旆






の
ご
と
は
た
め
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
十
一
日
　
九
羊
会
。
鎌
倉
、
星
野
宅
。
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枯
菊
も
留
守
守

る
も
の
の
一
つ
か
な

枯
菊
に
尚



色
と
い
ふ
も
の
存
す

必
ず
し
も
小
諸
の
炬
燵





悪

し
か
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
十
四
日
　
句
謡
会
。
鎌
倉
草
庵
。

　
　
　
　
　
　
　

一
冬






の
寒
さ
凌



ぎ
し
借
頭
巾







　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
二
十
七
日
　
在
小
諸
。
即
事
。

　
　
　
　
　
　
　

老
犬
の
我
を
嗅

ぎ
去
る
枯
木
中



　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
二
十
九
日
　
小
諸
、
懐
古
園
。

　
　
　
　
　
　
　

鶏


に
や
る
田
芹





摘
み
に
と
来
し
我
ぞ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
一
日
　
在
小
諸
。
即
事
。

　
　
　
　
　
　
　

雪
深
く
心
は
づ
み
て
唯



歩
く

雪
の
道
草
臥





れ
し
時
杖



を
と
め

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
六
日
　
在
小
諸
。
即
事
。

　
　
　
　
　
　
　

書


読
む
は
無
為
の
一
つ
や
置
炬
燵







　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
十
日
　
即
事
。

　
　
　
　
　
　
　

吹
く
風
は
寒
く
と
も
暖
遅



く
と
も

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
十
一
日
　
毎
日
新
聞
社
よ
り
暦
の
句
を
徴
さ
れ
て
。

　
　
　
　
　
　
　

春

潮








に
た
と
ひ
艪
櫂





は
重
く
と
も

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
十
五
日
　
年
尾
長
女
中
子
、
興
健
女
子
専
門
学
校
に
入

　
　
　
　
　
　
　
学
の
志
望
あ
り
。
試
験
を
受
く
。

　
　
　
　
　
　
　

四

方

の
戸
の
が
た
〳
〵
鳴
り
て
雪
解
風
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三
月
六
日
　
長
野
ホ
ト
ト
ギ
ス
会
。
小
諸
山
廬
。

　
　
　
　
　
　
　

風
多
き
小
諸
の
春
は
住
み
憂

か
り

蓼
科






に
春
の
雲
今
動
き
を
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
十
一
日
　
在
小
諸
。
即
事
。

　
　
　
　
　
　
　

見
事
な
る
生
椎
茸








に
岩
魚





添
へ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
十
六
日
　
在
小
諸
。
即
事
。

　
　
　
　
　
　
　

目
薄
く
な
り
て
故
郷
の
梅
に
住
む

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
十
三
日
　
在
小
諸
。
岩
木
つ
ゝ
じ
に
贈
る
。

　
　
　
　
　
　
　

紅
梅
や
旅
人
我
に
な
つ
か
し
く

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
十
四
日
　
在
小
諸
。
懐
古
園
に
遊
ぶ
。

　
　
　
　
　
　
　

雪
解
水







林
へ
だ
て
て
二
流
れ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
十
五
日
　
沓
掛






千
ヶ
滝
。

　
　
　
　
　
　
　

誘
は
れ
て
祭
の
客
と
な
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
十
六
日
　
中
込






、
市
川
富
雄
宅
。

　
　
　
　
　
　
　

木
蓮






を
折
り
か
つ
ぎ
来
る
山
が
へ
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
十
八
日
　
在
小
諸
。
即
事
。

　
　
　
　
　
　
　

我

が
作
る
田
は
こ
れ
〳
〵
と
春
の
風

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
十
八
日
　
塩
名
田
、
臼
田
恵
之
助
を
訪
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　

城
壁
に
も
た
れ
て
花
見
疲
れ
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
五
日
　
前
橋
、
豊
田
宗
作
居
一
泊
。
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春
雷
や
傘
を
借
り
た
る
野

路

の
家

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
七
日
　
村
上
村
上
平
、
杜
子
美
居
の
祭
に
招
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

耕



の

鍬


か
た
げ
つ
つ
訪

ひ
よ
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
八
日
　
杞
陽
、
芙
蓉
来
る
。
小
諸
山
廬
。

　
　
　
　
　
　
　

山
国
の
蝶
を
荒
し
と
思
は
ず
や

紙

魚

の
あ
と
ひ
さ
し
の
ひ
の
字
し
の
字
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
十
四
日
　
年
尾
、
比
古
来
る
。
小
諸
山
廬
。

　
　
　
　
　
　
　

兵
燹






を
逃



れ
て
山
の
月
の
庵



　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
二
十
七
日
　
北
軽
井
沢
に
桜
間
、
野
上
両
家
を
訪
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　

麦
の
出
来
悪
し
と
鳴
く
や
行
々
子









夏
草
に
延
び
て
か
ら
ま
る
牛
の
舌

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
三
日
　
桃
花
会
。
小
諸
山
廬
。

　
　
　
　
　
　
　

田
植
見
に
西
蒲
原






に
来
し
我
等

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
十
二
日
　
新
潟
在
味
方
村
笹
川
邸
に
て
大
雪
崩
会
。

　
　
　
　
　
　
　

蝙
蝠






に
か
な
し
き
母
の
子
守
歌

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
七
月
一
日
　
桃
花
会
。
小
諸
山
廬
。

　
　
　
　
　
　
　

木
の
形
変
り
し
闇



や
蛍

狩







山
と
藪



相
迫
り
つ
つ
蛍
狩

提

灯







を
借
り
て
帰
り
ぬ
蛍
狩

提
灯
を
さ
し
出
し
照
す
蛍
沢

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
七
月
十
六
日
　
在
小
諸
、
沢
の
蛍
狩
。
立
子
、
迷
子
、
小
蔦

　
　
　
　
　
　
　
と
共
に
。
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浅
間
嶺









の
一
つ
雷
訃

を
報
ず

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
八
月
四
日
　
在
小
諸
。
矢
野
麻
女
の
訃
至
る
。

　
　
　
　
　
　
　

秋
蝉






も
泣
き
蓑
虫






も
泣
く
の
み
ぞ

敵
と
い
ふ
も
の
今
は
無
し
秋
の
月

黎
明






を
思
ひ
軒
端
の
秋
簾





見
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
八
月
二
十
二
日
　
在
小
諸
。
詔
勅
を
拝
し
奉
り
て
。
朝
日
新

　
　
　
　
　
　
　
聞
の
需
め
に
応
じ
て
。

　
　
　
　
　
　
　

更
級






や
姨
捨
山








の
月
ぞ
こ
れ

今

朝

は
早
薪



割
る
音
や
月
の
宿

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
二
日
　
姨
捨
行
。

　
　
　
　
　
　
　

こ
こ
に
住
み
又
秋
風
の
寒
き
頃

寒
き
故
此
の
秋
風
の
好
も
し
く

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
七
日
　
在
小
諸
。
桃
花
会
。
土
地
の
人
の
会
と
合
併
。

　
　
　
　
　
　
　
小
山
五
郎
居
。

　
　
　
　
　
　
　

日
の
く
れ
と
子
供
が
言
ひ
て
秋
の
暮

こ
こ
に
住
む
我
子
訪
ひ
け
り
十
三
夜

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
十
九
日
　
調
布
。
友
次
郎
居
。

　
　
　
　
　
　
　

深

秋







と
い
ふ
こ
と
の
あ
り
人
も
亦



　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
一
日
　
鎌
倉
草
庵
、
小
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

大
根
を
干
し
甘

藷

を
干
し
す
ぐ
日
か
げ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
七
日
　
小
諸
山
廬
。
長
野
ホ
ト
ト
ギ
ス
会
員
来
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

木
々
の
霧
柔
か
に
延
び
ち
ぢ
み
か
な
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さ
か
し
ま
に
樽



置
き
上
に
冬
菜





置
き

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
三
日
　
土
筆
会
。
小
諸
山
廬
。

　
　
　
　
　
　
　

大
根
を
鷲



づ
か
み
に
し
五
六
本

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
四
日
　
土
筆
会
。

　
　
　
　
　
　
　

船
人






は
時
雨





見
上
げ
て
や
り
す
ご
し

朽
船






を
め
ぐ
り
て
菜
屑





去
り
難



な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
五
日
　
越
前
三
国
、
愛
子
居
。

　
　
　
　
　
　
　

老


の
杖
運
び
て
果
す
墓
参
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
八
日
　
丹
波
竹
田
、
西
山
謙
三
宅
。

　
　
　
　
　
　
　

菊
の
館



五
男
そ
れ
／
″
＼
手
を
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
日
　
但
馬





豊
岡
、
京
極
杞
陽
邸
。

　
　
　
　
　
　
　

秋
晴
や
或



は
先
祖
の
墓
を
撫

し

草
紅
葉







し
ぬ
と
素
顔





を
顧
み
て

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
一
日
　
但
馬
和
田
山
、
安
積





素
顔
邸
。

　
　
　
　
　
　
　

夕
紅
葉
色
失
ふ
を
見
つ
つ
あ
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
五
日
　
名
古
屋
八
勝
館
、
納
屋
橋
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

聞
き
役
の
炬
燵
話
の
一
人
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
五
日
　
戸
倉
温
泉
。
長
野
ホ
ト
ト
ギ
ス
会
。

　
　
　
　
　
　
　

寒
か
ら
ん
山
廬





の
我
を
訪
ふ
人
は

炬
燵
出
ず
も
て
な
す
心
あ
り
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
七
日
　
小
諸
山
廬
に
素
十
、
杞
陽
、
春
泥
、
芙
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蓉
落
合
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　

来

し
人
の
我
庭
時
雨
見
上
げ
た
る

二
三
子









と
木
の
葉
散
り
飛
ぶ
坂
を
行
く

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
九
日
　
在
小
諸
。
三
河
、
棚
尾
ホ
ト
ト
ギ
ス
連

　
　
　
　
　
　
　
中
来
る
。

　
　
　
　
　
　
　

冬

籠







座

右

に
千
枚
ど
う
し
か
な

冬
籠
心
を
籠

め
て
手
紙
書
く

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
日
　
桃
花
会
。
小
諸
山
廬
。

　
　
　
　
　
　
　

冬
の
日
の
尚
あ
る
力
菊
残
る

こ
の
辺
は
蚕
の
村
か
桑
枯
る
る

山
越
え
て
来
た
り
峠
は
雪
な
り
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
五
日
　
松
本
浅
間
温
泉
た
か
の
湯
、
松
本
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

炬
燵
に
も
あ
だ
に
は
時
を
過
ご
す
ま
じ

句
を
玉



と
暖
め
て
を
る
炬
燵
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
六
日
　
松
本
浅
間
温
泉
た
か
の
湯
、
松
本
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

片
頬






に
冬
日
あ
り
つ
つ
裏
山
へ

枯
蔓






の
尖



は
左
の
目
に
あ
り
て

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
日
　
玉
藻
俳
句
会
。
鎌
倉
長
谷
、
諸
戸
邸
。

　
　
　
　
　
　
　

枯
菊
の
色
を
た
づ
ね
て
虻



来
た
る

ど
こ
や
ら
に
急
に
逃
げ
た
る
冬
日
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
一
日
　
土
筆
会
。
鎌
倉
草
庵
。

　
　
　
　
　
　
　

山
茶
花









の
花
の
こ
ぼ
れ
に
掃
き
と
ど
む
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十
二
月
二
十
二
日
　
句
謡
会
、
鎌
倉
俳
句
会
合
併
。

　
　
　
　
　
　
　

枯
菊
に
莚





の
は
し
の
か
か
り
け
り

冬
枯
の
園
と
は
い
へ
ど
老
の
松

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
三
日
　
埼
玉
県
不
動
岡
、
岡
安
迷
子
居
、
※
子





　
　
　
　
　
　
　
会
。

　
　
　
　
　
　
　

う
せ
も
の
を
こ
だ
わ
り
探



す
日
短
か

思
ふ
こ
と
書
信
に
飛
ば
し
冬

籠







　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
七
日
　
立
子
、
泰
、
迷
子
、
孔
甫





、
花
守
と
共

　
　
　
　
　
　
　
に
稽
古





会
を
は
じ
む
。
小
諸
山
廬
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
虚
子
五
句
集
（
上
）
〔
全2

冊
〕
」
岩
波
文
庫
、
岩
波
書
店

　
　
　1996
（
平
成8

）
年9

月17

日
第1

刷
発
行

底
本
の
親
本
：
「
六
百
句
」
菁
柿
堂

　
　
　1947

（
昭
和22
）
年9

月25

日
再
版

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
や
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-86

）

を
、
大
振
り
に
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

※
「
俄
《
に
わ
》
か
」
と
「
俄
《
に
わ
か
》
」
、
「
至
る
」
と
「
到
る
」
、

「
籐
椅
子
《
と
い
す
》
」
と
「
籐
椅
子
《
と
う
い
す
》
」
の
混
在
は
底
本
通
り

で
す
。

※
新
仮
名
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
ル
ビ
の
拗
音
、
促
音
は
、
小
書
き
し
ま
し
た
。

入
力
：
岡
村
和
彦

校
正
：
酒
井
和
郎

2016

年6

月10

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.

aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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